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　これまで豊後大野市ケーブルテレビは４月中の開局を目指して、センター施設整備工事および伝送路整備工事を行っ
てまいりましたが、　伝送路整備工事についてはこれまで光ファイバーケーブルの敷設にあたり、当初予定していた
ケーブルのルートの用地確保ができなかったことなどから、本線および加入者宅への引込工事に遅れが生じましたので、
開局を5月1日（日）に変更させていただきます。なお、試験放送期間（無料視聴期間）は4月末まで延長します。

　開局は5月1日となりますが、ケーブルテレビの視聴ができるのは
テレビの宅内工事を終了されたお宅からとなります。

　工事内容によって施工する業者が異なりますので工事が複数回に分かれます。ご理解とご協力よろしくお願いします。

高速情報通信網整備事業（ケーブルテレビ事業）第15回

ケーブルテレビの申し込み・問い合わせ先 情報推進課　情報推進班　☎0974-22-6030（内線2262・2065）

テレビの宅内工事に関する問い合わせ先 ケーブルテレビ工事組合　☎0974-22-0121

ケーブルテレビの開局日程の変更について

○市が行う工事（施工業者：株式会社協和エクシオ）

引込工事 　…建物の外壁まで光ケーブルを引き込む工事のこと。
宅内機器設置工事 　…外壁に取り付けたＶ-ＯＮＵから光ケーブルを配線し、Ｄ-ＯＮＵを建物の中に設置する工事のこと。

○加入者が行う工事（施工業者：宅内工事組合の指定工事店）

テレビの宅内工事 　…外壁に取り付けたＶ-ＯＮＵからテレビまでの配線を行う工事のこと。
  　　費用負担は加入者となります。

（３） 使用料の発生時期について
　5月1日の開局までにテレビの宅内工事が完了したところは、5月分から使用料を徴収します（5月分の徴収は翌月の６
月となります）。5月中にテレビの宅内工事が完了した場合は、翌月分から使用料を徴収をします。

（４） 音声お知らせ端末設置工事、市内無料電話について
　市報１月号で、設置時期については平成23年２月以降とお知らせしていましたが、再度工事スケジュールの調整をし
ています。決まり次第、市報等でお知らせします。設置の際には施工業者である株式会社九電工からご連絡いたします。

引込工事

宅内機器設置工事

テレビの宅内工事

開局

区分 3月 4月 5月 6月

（１） テレビの宅内工事期間変更
　市報１月号で、引込工事終了後に市内の指定工事店が行うテレビの宅内工事の予定について、大野町では昨年の12月か
ら、その他の地域については１月中下旬ごろからとお伝えしていましたが、２月から宅内工事を行っております。
　引込工事の終わったところから随時、テレビの宅内工事を進めてまいりますが、工事期間を６月30日（木）までとさせ
ていただきます。今しばらくお待ちいただくことになり、各ご家庭や事業所の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、引き
続き工事の際はご協力をよろしくお願いします。

（２） 工事スケジュール
　以下の日程にて工事を進めております。
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「
豊
後
大
野
市
自
治
基
本
条
例（
仮
称
）」に
関
す
る
提
言
書

問い合わせ先 企画調整課 企画班　☎0974-22-1001（内線2062）

市　  長 議　　会

審 議 会

市民会議

市　　民

検討委員会

作業部会

庁内の推進体制
上程

議決

諮問

答申
参画

参画

要請

提言

広報等

意見

　
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
昨
年
２
月

か
ら
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
憲
法
　
自
治

基
本
条
例
」
と
題
し
て
市
報
で
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
市
民
会
議
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
20
年
２
月

26
日
に
第
１
回
の
会
議
を
開
催
し
て
以
降
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
間
、
財
政
状
況
や
行
政

改
革
、
情
報
公
開
な
ど
に
関
す
る
学
習
や
グ

ル
ー
プ
討
議
、
全
体
討
議
な
ど
を
47
回
に
わ

た
り
開
催
し
、
そ
の
議
論
の
結
果
を
提
言
書

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
提
言
書
に
は
、
自
治
基
本
条
例
に
盛
り
込

む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
項
目
（
39
項
目
）
ご

と
に
市
民
会
議
と
し
て
の
考
え
方
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
藤
並
座
長
は
、「
自
治
基
本
条
例
は
、
作
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
条
例
を
制
定
し
た
後
に
は
、
市
民
が

主
人
公
の
市
民
自
治
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
提
言
書
に
込
め
た
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
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今
後
は
、
こ
の
提
言
を
基
に
、
庁
内
で

組
織
す
る
検
討
委
員
会
お
よ
び
作
業
部
会

で
条
文
化
し
、
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る

審
議
会
で
審
議
し
ま
す
。
審
議
会
の
審
議

を
経
た
後
、
条
例
案
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
う
か
が
い
、
意
見
等
を
反

映
さ
せ
た
条
例
を
議
会
へ
提
案
し
ま
す
。

そ
の
議
会
で
議
決
さ
れ
て
「
豊
後
大
野
市

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）」
が
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　市長に提出された提言書は、３月１日に自治委員あ
て文書で発送していますので、ぜひ内容をご覧いただ
き、ご意見をお寄せください。

　
２
月
14
日
に
豊
後
大
野
市
自
治
基
本
条
例

市
民
会
議
の
藤
並
す
み
子
座
長
と
阿
南
静
治

副
座
長
が『「
豊
後
大
野
市
自
治
基
本
条
例（
仮

称
）」
に
関
す
る
提
言
書
』
を
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
徹
底
」

　「
学
校
や
家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
で
で
き

る
こ
と
は
何
な
の
か
」
に
つ
い
て
再
確
認
し
、

徹
底
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
教
育
Ｔ

Ｒ
Ｙ
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
関
係
者
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着

く
こ
と
は
意
義
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
「
分
か
る
授
業
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
教
育
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
の
校
長

先
生
を
中
心
と
し
た
組
織
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
改
善
に
つ
な
が
る
も
の

は
市
内
で
統
一
的
に
持
つ
こ
と
も
大
切
。

　
ま
た
、
学
力
向
上
に
向
け
て
は
学
校
の
先
生

方
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
の

方
々
か
ら
の
ご
協
力
も
必
要
で
す
。
教
育
Ｔ
Ｒ

Ｙ
運
動
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
で
き

る
範
囲
で
意
識
化
し
、
お
子
様
を
ご
支
援
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
常
日
ご
ろ
よ
り
学
校

の
教
育
活
動
に
参
画
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
学

校
に
対
す
る
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
豊
後
大
野
市
で
は
引
き
続
き
「
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、「
学
校
の
応
援
団
」
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
お
導
き
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
を
地
域
総
ぐ

る
み
の
運
動
へ
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

家
庭
で
も
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
! !

　
市
Ｐ
連
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
当
初
は
こ
う
し
た
推
進
協
議
会
へ

参
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
何
を
話
せ
ば
よ
い
の
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
に
「
み
ん

な
で
や
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
が
分
か
り
、
と

て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
力
向
上
推
進
協
議
会
で
は
、
教
育
に
関

わ
る
各
方
面
の
皆
さ
ん
が
意
見
を
出
し
合

い
、
豊
後
大
野
市
全
体
で
取
り
組
む
内
容
を

決
め
て
い
き
ま
す
が
、
わ
が
子
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

参
加
す
る
と
、
小
学
校
で
も
、
中
学
校
で
も
、

推
進
協
議
会
で
決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
場
で
先
生
方
か
ら
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
や
振
り
返
り

に
つ
い
て
丁
寧
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
の
中
心
で
あ
る
推
進

協
議
会
と
学
校
現
場
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
わ
が
家
で
も
、「
家
庭
で
の
学
習
時
間
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
充
実
し

た
時
間
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
Ｐ
連

と
し
て
、
母
親
と
し
て
、
学
習
習
慣
や
生
活
習

慣
の
視
点
か
ら
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

教育TRY－トライ－

教育TRY1

豊後大野市の
豊後大野市学力向上推進協議会

学校・家庭・地域が三位一体（Trinity）となり
教育活動を改善・改革（Reform）し、子どもたちの夢（Yume）の実現へ！！

平成２１年度全国学力・学習状況調査の結果より

学校では ご家庭では

　教育委員会では、児童生徒の確かな学力を育むため、「１５に春を」を合言葉に今年度、学校・家庭・
地域・行政の代表者からなる協議会を立ち上げています。本協議会において、市内で一斉に取り組む
内容を検討し、すべての学校や学級 PTAで徹底して取り組む運動が「教育TRY－トライ－運動」です。

　教育 TRY－トライ－運動は市内全小・中学校において徹底できるよう、全学級 PTAの中で意
思統一を図っています。市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　分かる授業を充実させるため、１時間の中で「課
題」と「まとめ」を設定した授業を展開しています。
　また、一人ひとりの理解や習熟に応じた補充学習
にも力を入れています。地域の方 の々ご協力をいた
だいたり、長期の休みを利用したり、学校において
工夫した取り組みを行っています。
　１月には、学力向上の先進地である福井県越前
市に市独自で視察団を派遣し、視察内容を市内全
小・中学校へ普及しました。

　すべての学級PTAで取り
組んでいます。

☆大きな声であいさつをしよう！
　…市民の皆さまのご協力をお願いします。

☆「家族で食事」の時間をつくろう！
　…朝でも夜でも、実情に応じ
　　意識化をお願いします。

教育TRY2
☆家庭での学習時間の設定！
　…学年に応じて設定します。

☆保護者のめあて
　「子どもの学ぶ環境」づくり！
　…実情に応じた工夫をお願いします。

▲

教
育
委
員
や
学
校
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
等
に
よ
る
学
力
向
上
推
進
協
議
会

市内すべての小・中学校で一斉に取組んでいます

生活習慣も
大切です！

　以下のデータは、平成２１年度全国学力・学習状況調
査の際に実施された豊後大野市における「生活アンケー
ト」の回答と正答率を重ねた結果です。学校での教育指
導の改善に加え、生活習慣も学力と密接な関係があること
がうかがえます。

▲

久
保
田
教
育
長
に
よ
る

　
各
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

豊後大野市教育委員会
教育委員長
森　憲一 さん

豊後大野市教育委員会
教育委員長
森　憲一 さん

豊後大野市PTA連合会
副会長（母親代表）
三宮　尚子 さん

豊後大野市PTA連合会
副会長（母親代表）
三宮　尚子 さん

問い合わせ先 教育委員会 学校教育課　☎0974-22-1001（内線2155）
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地
域
総
ぐ

る
み
の
運
動
へ
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

家
庭
で
も
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
! !

　
市
Ｐ
連
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
当
初
は
こ
う
し
た
推
進
協
議
会
へ

参
加
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
何
を
話
せ
ば
よ
い
の
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
に
「
み
ん

な
で
や
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
が
分
か
り
、
と

て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
力
向
上
推
進
協
議
会
で
は
、
教
育
に
関

わ
る
各
方
面
の
皆
さ
ん
が
意
見
を
出
し
合

い
、
豊
後
大
野
市
全
体
で
取
り
組
む
内
容
を

決
め
て
い
き
ま
す
が
、
わ
が
子
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

参
加
す
る
と
、
小
学
校
で
も
、
中
学
校
で
も
、

推
進
協
議
会
で
決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
場
で
先
生
方
か
ら
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
や
振
り
返
り

に
つ
い
て
丁
寧
に
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
の
中
心
で
あ
る
推
進

協
議
会
と
学
校
現
場
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
わ
が
家
で
も
、「
家
庭
で
の
学
習
時
間
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
充
実
し

た
時
間
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
Ｐ
連

と
し
て
、
母
親
と
し
て
、
学
習
習
慣
や
生
活
習

慣
の
視
点
か
ら
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

教育TRY－トライ－

教育TRY1

豊後大野市の
豊後大野市学力向上推進協議会

学校・家庭・地域が三位一体（Trinity）となり
教育活動を改善・改革（Reform）し、子どもたちの夢（Yume）の実現へ！！

平成２１年度全国学力・学習状況調査の結果より

学校では ご家庭では

　教育委員会では、児童生徒の確かな学力を育むため、「１５に春を」を合言葉に今年度、学校・家庭・
地域・行政の代表者からなる協議会を立ち上げています。本協議会において、市内で一斉に取り組む
内容を検討し、すべての学校や学級 PTAで徹底して取り組む運動が「教育TRY－トライ－運動」です。

　教育 TRY－トライ－運動は市内全小・中学校において徹底できるよう、全学級 PTAの中で意
思統一を図っています。市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　分かる授業を充実させるため、１時間の中で「課
題」と「まとめ」を設定した授業を展開しています。
　また、一人ひとりの理解や習熟に応じた補充学習
にも力を入れています。地域の方 の々ご協力をいた
だいたり、長期の休みを利用したり、学校において
工夫した取り組みを行っています。
　１月には、学力向上の先進地である福井県越前
市に市独自で視察団を派遣し、視察内容を市内全
小・中学校へ普及しました。

　すべての学級PTAで取り
組んでいます。

☆大きな声であいさつをしよう！
　…市民の皆さまのご協力をお願いします。

☆「家族で食事」の時間をつくろう！
　…朝でも夜でも、実情に応じ
　　意識化をお願いします。

教育TRY2
☆家庭での学習時間の設定！
　…学年に応じて設定します。

☆保護者のめあて
　「子どもの学ぶ環境」づくり！
　…実情に応じた工夫をお願いします。

▲

教
育
委
員
や
学
校
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
等
に
よ
る
学
力
向
上
推
進
協
議
会

市内すべての小・中学校で一斉に取組んでいます

生活習慣も
大切です！

　以下のデータは、平成２１年度全国学力・学習状況調
査の際に実施された豊後大野市における「生活アンケー
ト」の回答と正答率を重ねた結果です。学校での教育指
導の改善に加え、生活習慣も学力と密接な関係があること
がうかがえます。

▲

久
保
田
教
育
長
に
よ
る

　
各
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

豊後大野市教育委員会
教育委員長
森　憲一 さん

豊後大野市教育委員会
教育委員長
森　憲一 さん

豊後大野市PTA連合会
副会長（母親代表）
三宮　尚子 さん

豊後大野市PTA連合会
副会長（母親代表）
三宮　尚子 さん

問い合わせ先 教育委員会 学校教育課　☎0974-22-1001（内線2155）

（１）近所の人に会った時は、あいさつをしていますか？（豊後大野市）
【小６】は小学校６年生
【中３】は中学校３年生 国語 A 国語 B 算数 A

数学 A
算数 B
数学 B

肯定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 67.3
【中3】 77.9

【小6】 47.9
【中3】 76.7

【小6】 77.3
【中3】 60.8

【小6】 49.8
【中3】 53.6

否定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 58.3
【中3】 59.8

【小6】 44.9
【中3】 56.6

【小6】 73.5
【中3】 45.4

【小6】 41.0
【中3】 41.4

（２）家の人と学校での出来事について話をしていますか？（豊後大野市）
【小６】 は小学校６年生
【中３】 は中学校３年生 国語 A 国語 B 算数 A

数学 A
算数 B
数学 B

肯定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 68.3
【中3】 78.6

【小6】 48.3
【中3】 77.4

【小6】 78.0
【中3】 61.5

【小6】 50.1
【中3】 54.2

否定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 61.8
【中3】 69.2

【小6】 42.6
【中3】 67.1

【小6】 72.4
【中3】 52.5

【小6】 43.3
【中3】 46.8

（３）家で自分で計画を立てて勉強していますか？（豊後大野市）
【小６】は小学校６年生
【中３】は中学校３年生 国語 A 国語 B 算数 A

数学 A
算数 B
数学 B

肯定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 69.4
【中3】 79.7

【小6】 47.2
【中3】 78.1

【小6】 79.2
【中3】 65.2

【小6】 50.8
【中3】 57.4

否定的な回答をした
子どもの平均正答率（％）

【小6】 62.9
【中3】 73.6

【小6】 45.9
【中3】 72.9

【小6】 75.5
【中3】 56.3

【小6】 45.9
【中3】 49.3
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地
域
福
祉
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地
域
福
祉
班
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０
０
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（
内
線
２
１
１
２
）

各
支
所
の
総
務
市
民
課

誰もが安心して暮らせる地域づくり誰もが安心して暮らせる地域づくり

　
豊
後
大
野
市
で
は
、
高
齢
の
方
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
見
守
り
が
必
要
な
方
々
が
、

病
気
や
災
害
時
に
迅
速
に
適
切
な
救
急
活
動

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ

ト
ル
」
の
配
付
を
始
め
ま
す
。

　
ボ
ト
ル
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
ま
た
は
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

●「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」と
は
？

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
、
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
な
ど
が
、

救
急
車
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
万
が
一
の

状
況
の
時
に
備
え
る
た
め
の
道
具
で
す
。

  

●
救
急
活
動
に
必
要
な
情
報
を

  

　冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
管
し
ま
す
。

　
氏
名
や
生
年
月
日
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
な
ど
の
救
急
医
療
活
動
に
必
要
な
情

報
や
、
家
族
や
近
所
の
友
人
な
ど
の
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
書
い
た
カ
ー

ド
を
、
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
に
入
れ
、
ご
自

6市報 ぶんごおおの 2011.37 市報 ぶんごおおの 2011.3

宅
の
冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
本
人
の
意
識
が
な
い
場
合
な
ど
で
も

適
切
な
処
置
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

  

●
見
守
り
活
動
な
ど
の
た
め
に

  

　情
報
を
活
用
し
ま
す
。

　
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
を
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
い
る
方
の
情
報
を
、
自
治
委
員
や

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動

や
消
防
、
防
災
な
ど
の
た
め
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

●「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」の
中
身
は
？

 

・
冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
す
る
見
守
り
カ
ー
ド

（
Ａ
４
の
大
き
さ
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
。
見
守
り
カ
ー
ド

や
そ
の
他
の
必
要
な
も
の
を
入
れ
、
冷
蔵
庫

の
飲
み
物
を
立
て
る
と
こ
ろ
に
保
管
）

 

・
そ
の
他
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
薬
剤
情

報
提
供
書
、
顔
写
真
な
ど
を
カ
ー
ド
と
一

緒
に
容
器
に
保
管
し
て
い
た
だ
く
と
効
果

的
で
す
。

  
●
配
付
対
象
者
は

　
次
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
方
で
、
心
身

に
不
安
が
あ
り
、
見
守
り
カ
ー
ド
の
情
報
を

地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
、
消
防
、
防
災
等

の
活
動
に
利
用
す
る
こ
と
に
同
意
を
い
た
だ

け
る
方
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
の
方

③
一
人
暮
ら
し
の
障
が
い
の
あ
る
方

④
障
が
い
者
の
方
が
い
る
世
帯
の
方

⑤
発
作
等
の
た
め
生
命
に
関
わ
る
症
状
が
発
生

す
る
持
病
を
お
も
ち
の
方
な
ど
で
す
。

※

な
お
、「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」
に
も
登

録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

●
申
し
込
み
方
法
は

①
市
役
所
（
支
所
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

と
見
守
り
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
市
役
所
（
支
所
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
市
役
所
（
支
所
）
で
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ

ト
ル
一
式
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
を
通
じ
て
申

請
も
で
き
ま
す
。

▲玄関用ステッカー（ボトルが
家にあることを知らせるた
め、玄関の内側に貼る）

▲冷蔵庫用マグネット（冷蔵
庫の中にボトルがあること
を知らせるため、冷蔵庫の
ドアの外側に貼る）

あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル ▲

５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ

▲冷蔵庫の中へ保管します

　
近
年
の
異
常
気
象
に
伴
う
集
中
豪

雨
や
大
地
震
に
よ
り
大
災
害
が
発
生

し
、
そ
の
犠
牲
者
の
多
く
を
高
齢
者

が
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
を
あ
げ
て
災
害
時
要

援
護
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
、
本
市
で
も
、
平
成
21
年
３

月
に
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
民
生
委
員
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
支
援
が

必
要
な
方
で
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
民
生
委
員
、
消
防
団
等
の

支
援
組
織
へ
の
情
報
提
供
に
同
意
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
名
簿
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
順
次
、
支
援
組
織
に

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
の一環
と
し
て
「
あ
ん

し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」
を
民
生
委
員

を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
。

　
年
度
末
を
迎
え
、
各
自
治
会
で
総

会
等
が
開
催
さ
れ
る
時
期
で
す
。
　

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
活
性

化
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し

て
、
地
域
で
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①一人
暮
ら
し
の
方
が
自
宅
で
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
き…

②
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
た
め
緊
急

避
難
が
必
要
な
と
き…

例
え
ば
、こ
う
い
っ
た
使
い
方・・・

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

本人または発見
した人が119番
通報。

119

 1

救急隊が到着。
見守りボトルを
保管している
ことを確認。

 2

冷蔵庫からボ
トルを取り出
し、カードの情
報を確認。

 3

カードの情報を、
救急活動に活用。
かかりつけの病院
や連絡先の確認（　　　　 　　　）

ホ
ッ

 4

「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」
の配付を始めますの配付を始めます
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各
支
所
の
総
務
市
民
課

誰もが安心して暮らせる地域づくり誰もが安心して暮らせる地域づくり

　
豊
後
大
野
市
で
は
、
高
齢
の
方
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
見
守
り
が
必
要
な
方
々
が
、

病
気
や
災
害
時
に
迅
速
に
適
切
な
救
急
活
動

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ

ト
ル
」
の
配
付
を
始
め
ま
す
。

　
ボ
ト
ル
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
ま
た
は
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

●「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」と
は
？

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
、
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
な
ど
が
、

救
急
車
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
万
が
一
の

状
況
の
時
に
備
え
る
た
め
の
道
具
で
す
。

  

●
救
急
活
動
に
必
要
な
情
報
を

  

　冷
蔵
庫
に
入
れ
て
保
管
し
ま
す
。

　
氏
名
や
生
年
月
日
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
な
ど
の
救
急
医
療
活
動
に
必
要
な
情

報
や
、
家
族
や
近
所
の
友
人
な
ど
の
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
書
い
た
カ
ー

ド
を
、
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
に
入
れ
、
ご
自
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宅
の
冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
本
人
の
意
識
が
な
い
場
合
な
ど
で
も

適
切
な
処
置
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

  

●
見
守
り
活
動
な
ど
の
た
め
に

  

　情
報
を
活
用
し
ま
す
。

　
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
を
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
い
る
方
の
情
報
を
、
自
治
委
員
や

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動

や
消
防
、
防
災
な
ど
の
た
め
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

●「
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」の
中
身
は
？

 

・
冷
蔵
庫
の
中
に
保
管
す
る
見
守
り
カ
ー
ド

（
Ａ
４
の
大
き
さ
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
。
見
守
り
カ
ー
ド

や
そ
の
他
の
必
要
な
も
の
を
入
れ
、
冷
蔵
庫

の
飲
み
物
を
立
て
る
と
こ
ろ
に
保
管
）

 

・
そ
の
他
、
健
康
保
険
証
の
写
し
、
薬
剤
情

報
提
供
書
、
顔
写
真
な
ど
を
カ
ー
ド
と
一

緒
に
容
器
に
保
管
し
て
い
た
だ
く
と
効
果

的
で
す
。

  

●
配
付
対
象
者
は

　
次
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
方
で
、
心
身

に
不
安
が
あ
り
、
見
守
り
カ
ー
ド
の
情
報
を

地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
、
消
防
、
防
災
等

の
活
動
に
利
用
す
る
こ
と
に
同
意
を
い
た
だ

け
る
方
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
の
方

③
一
人
暮
ら
し
の
障
が
い
の
あ
る
方

④
障
が
い
者
の
方
が
い
る
世
帯
の
方

⑤
発
作
等
の
た
め
生
命
に
関
わ
る
症
状
が
発
生

す
る
持
病
を
お
も
ち
の
方
な
ど
で
す
。

※

な
お
、「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」
に
も
登

録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

●
申
し
込
み
方
法
は

①
市
役
所
（
支
所
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

と
見
守
り
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
市
役
所
（
支
所
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

②
市
役
所
（
支
所
）
で
あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ

ト
ル
一
式
を
お
渡
し
し
ま
す
。

③
地
区
を
担
当
す
る
民
生
委
員
を
通
じ
て
申

請
も
で
き
ま
す
。

▲玄関用ステッカー（ボトルが
家にあることを知らせるた
め、玄関の内側に貼る）

▲冷蔵庫用マグネット（冷蔵
庫の中にボトルがあること
を知らせるため、冷蔵庫の
ドアの外側に貼る）

あ
ん
し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル ▲

５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ

▲冷蔵庫の中へ保管します

　
近
年
の
異
常
気
象
に
伴
う
集
中
豪

雨
や
大
地
震
に
よ
り
大
災
害
が
発
生

し
、
そ
の
犠
牲
者
の
多
く
を
高
齢
者

が
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
を
あ
げ
て
災
害
時
要

援
護
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
、
本
市
で
も
、
平
成
21
年
３

月
に
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
民
生
委
員
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
支
援
が

必
要
な
方
で
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
民
生
委
員
、
消
防
団
等
の

支
援
組
織
へ
の
情
報
提
供
に
同
意
し

て
い
た
だ
い
た
方
の
名
簿
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
順
次
、
支
援
組
織
に

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
の一環
と
し
て
「
あ
ん

し
ん
見
守
り
ボ
ト
ル
」
を
民
生
委
員

を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
。

　
年
度
末
を
迎
え
、
各
自
治
会
で
総

会
等
が
開
催
さ
れ
る
時
期
で
す
。
　

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、
活
性

化
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し

て
、
地
域
で
の
支
援
体
制
づ
く
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①一人
暮
ら
し
の
方
が
自
宅
で
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
き…

②
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
た
め
緊
急

避
難
が
必
要
な
と
き…

例
え
ば
、こ
う
い
っ
た
使
い
方・・・

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

本人または発見
した人が119番
通報。

119

 1

救急隊が到着。
見守りボトルを
保管している
ことを確認。

 2

冷蔵庫からボ
トルを取り出
し、カードの情
報を確認。

 3

カードの情報を、
救急活動に活用。
かかりつけの病院
や連絡先の確認（　　　　 　　　）

ホ
ッ

 4

「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」「あんしん見守りボトル」
の配付を始めますの配付を始めます



　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い

う
連
帯
感
に
基
づ
い
て
結
成
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
も
防
災
活
動
だ
け

を
行
う
の
で
は
な
く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
防
災
活

動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
、
同
時
に
消
防
団

や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
す
る
こ

と
が
活
動
の
活
性
化
や
継
続
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
普
段
か
ら
の
地
域
で
の
活
動
や

連
携
が
、
防
災
活
動
に
お
い
て
重
要
で
す
。
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問い合わせ先 総務課　地域安全班　☎0974-22-1001（内線2019）

お
ら
が
村
は
お
ら
が
守
る

み
ん
な
で
助
け
合
って
笑
顔
の
む
ら
づ
く
り

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、

地
域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制
を

防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

　大
野
町
津
留
地
区
　防
災
訓
練

　
１
月
30
日
、
地
区
民
ら
１
０
０
人
あ
ま
り

が
参
加
し
大
野
町
津
留
地
区
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
が
２
回
目
と
な
る
訓
練

は
、
東
南
海
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
も
の
。

そ
の
自
主
防
災
会
の
訓
練
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。
来
年
度
の
事
業
計
画
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　き
っ
か
け
は 

？

　
津
留
地
区
が
訓
練
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

は
、「
災
害
時
、
高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
た
と

き
は
誰
が
助
け
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？
そ
の
仕
組

み
を
つ
く
ら
ん
と
」、
と
い
う
地
区
の
会
合
で

の
意
見
か
ら
。
大
野
町
で
は
、
地
域
振
興
を
図

る
た
め
の
組
織
が
学
校
区
単
位
で
結
成
さ
れ
て

お
り
、
当
地
域
の
南
部
地
区
活
性
化
委
員
会
で

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
、「
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
」「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
県
の
防
災

地
域
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
。
委
員

会
の
運
営
委
員
７
名
（
各
自
治
会
か
ら
１
名
参

加
）
が
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
地
域
で
の
防

災
演
習
の
方
法
、
防
災
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
災
害

時
の
図
上
訓
練
な
ど
を
養
成
講
座
で
受
講
。

　
そ
れ
ら
を
ま
ず
委
員
会
で
実
証
し
た
後
、
自

治
区
ご
と
の
実
践
活
動
に
移
行
。
津
留
地
区
に

お
い
て
も
地
区
ぐ
る
み
で
の
訓
練
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
先
ず
は
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
）

　
地
震
発
生
後
は
、
で
き
る
限
り
自
力
で
、
自
分
の
命
を
守
る
工

面
を
。
防
護
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
て
避
難
の
準
備
。
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
、
電
源
を
切
っ
て
避
難
所
へ
。
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
協
力
員

等
に
連
絡
、
救
助
を
仰
ぎ
ま
す
。
避
難
す
る
際
は
、
で
き
る
だ
け

自
宅
や
周
辺
の
被
害
状
況
も
確
認
し
ま
す
。

●応急災害復旧
　地区内で工事施工中の㈱佐伯建設と清川産業
㈱の社員 11 名も訓練に参加。
炊　事　班：炊き出しの準備にかかります。
報　　　告：各班ごとに被害や安否の状況を報

告、集計、整理し、各班長が被害
状況等を報告。

通　　　報：行政へ状況を報告します。

●点呼、確認：避難所は公民館。随時受付を開
始、台帳によって安否及び被害
の状況を確認します。支援協力
者が災害時要援護者の世話も行
います。

●救出救護班
〈救出〉救助隊が救助に。
　家族の避難対応をすませ、救出要請のあっ
た方の救助や協力員と連携し災害時要援護者
の対応。状況によっては、救助人員の増員や
救急車の手配も行います。

〈救護〉負傷者の手当をします。

●情報の伝達：防災推進委員長（自
主防災会会長）が有
線放送で避難（訓
練）情報を周知、避
難所への避難を呼び
かけます。

（
民
間
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
公
的
機
関
に
お
願

い
す
る
こ
と
）

自
助
、
共
助
活
動
の
な
か
、
状

況
に
よ
っ
て
は
、
救
急
車
等
の

手
配
を
し
ま
す
。

（
ご
近
所
、自
治
区
、防
災
会
内
で
助
け
合
う
こ
と
）

自
助
活
動

公
助
活
動

共
助
活
動

津
留
地
区
の
防
災
訓
練
に
学
ぼ
う
！

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
！ 



選 挙 管 理 委 員 会 か ら お 知 ら せ

〇投票場所は、入場券に記載された投票所となります。
〇入場券は県知事選挙の告示日の３月24日（木）以降、選挙人名簿に登録された選挙人の住所
（住民票の住所）に郵送します。

　選挙公報とは、候補者の氏名、所属政党、経歴、政見などを掲載したものです。各候補者が用意し
た原稿を、原文のまま掲載します。

投票日に仕事や旅行など用事のある方は期日前投票をご利用ください。

両方の選挙を一度にされる方は4月2日（土）～4月9日（土）にお越しください。

問い合わせ先 選挙管理委員会　☎0974-22-1001（内線2187・2188）

県知事選挙・県議会議員選挙

4月10日日

選挙公報が発行されます

投票期間 県　知　事  3月25日（金）～4月9日（土）
県議会議員  4月  2日（土）～4月9日（土）

投票時間 期間内は毎日　8時30分～20時まで

投票日

７時～18時投票時間

期日前投票

開設場所及び開設期間

市役所本庁舎１階市民ホール ３月25日（金）～４月９日（土）

４月 ２日（土）～４月９日（土）
清川支所１階委員会室・緒方支所１階市民ホール
朝地支所１階会議室　・市隣保館（解放会館）1階談話室
千歳支所１階事務室　・犬飼支所１階相談室

QQ
AA
選挙公報はいつ頃届くのでしょうか？

４月４日（月）以降、配達地域指定郵便にて皆さまのご家庭にお届けします。

QQ
AA
４月４日（月）より前に届けることはできないのでしょうか？

選挙公報は、県議会議員選挙の告示日（立候補届出日）の４月１日（金）17時以降に県選
管が作成し印刷を行います。印刷完了後、市選管に4月3日（日）に配送されます。できる
限り迅速に配布が行えるよう努力はしておりますが、配布の時期については、ご理解の
ほどよろしくお願いいたします。
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さまざまな人権問題

問い合わせ先  人権推進同和対策課 ☎ 0974-22-1001( 内線 2315）

問い合わせ先 環境衛生課　環境対策班　☎0974-22-1001（内線2344）および各支所総務市民課

を
構
成
す
る
人
々
が
変
化
し
て

い
く
に
伴
っ
て
新
た
な
人
権
問

題
が
表
面
化
し
た
り
、
あ
る
い

は
私
た
ち
の
人
権
意
識
が
高
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

見
過
ご
さ
れ
て
き
た
課
題
が
見

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
真
に
人
間
ら
し
く
、
幸
せ
に

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
人
間
の
尊
厳

と
平
等
を
守
り
続
け
る
強
い
意

志
を
持
っ
て
、
人
権
問
題
に
き

ち
ん
と
向
き
合
い
、
そ
の
解
消

に
向
け
て
努
力
を
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
人
権
問
題
の
解

決
は
、
人
々
が
互
い
の
違
い
を

認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
こ
と

か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
社
会
は
、
体
の
大

き
さ
や
形
、
肌
や
髪・目
の
色
、

出
身
、家
族
の
し
き
た
り
、育
っ

た
環
境
、
受
け
た
教
育
、
信
条

な
ど
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
個
性
や
特
徴
と
し
て
受
け

入
れ
る
べ
き
こ
の
よ
う
な
違
い

も
、
人
々
を
分
か
つ
材
料
と
考
え

た
時
、
そ
こ
に
差
別
が
生
ま
れ
が

ち
で
す
。
ま
た
、
単
純
化
、
固
定

化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
本
来
の
個

性
を
覆
い
隠
し
、
偏
見
を
生
む
危

険
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
人
間
社
会
は
、
世

界
中
で
こ
う
し
た
差
別
や
偏
見

を
幾
度
と
な
く
経
験
し
、
市
民

運
動
や
国
際
的
な
取
り
決
め
、

法
律
の
制
定
な
ど
に
よ
っ
て
そ

の
解
消
に
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ

に
社
会
に
は
差
別
や
偏
見
が
存

在
し
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
人
々
の
苦
し
み
は
続
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
高
度
情
報

化
社
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
が
も
た
ら
す
便
利
で
豊
か

な
生
活
を
享
受
す
る
一
方
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
情
報

技
術
を
悪
用
し
た
差
別
や
犯
罪

の
被
害
者
に
な
る
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
社
会
が
ま
す
ま
す
複

雑
化
、
多
様
化
し
、
ま
た
社
会

ごみを出す前に
　もうひとしぼり！
ごみを出す前に
　もうひとしぼり！

家庭から出されるごみ重量の約４割が生ごみといわれています。
この生ごみの約８割が水分です。
生ごみを可燃ごみの袋に入れる前に、もうひとしぼりして水分を
切る「生ごみひとしぼり運動」にご協力ください！
皆さんが水切りすることで…

　●ごみの減量になる！
　●ごみ処理経費の削減になる！
　●地球温暖化の原因である二酸化炭素の排
出の抑制になる！

　●ごみ箱の臭いが少なくなる！
　●生ごみが小さく軽くなるので、ごみ袋の節
約になり、ごみステーションまで持って行く
のが楽になる！

　●ごみステーションが汚れない！（破れて水分
が流れ出ない）

ご
み
を
軽
く

し
た
ら
持
っ
て

行
き
や
す
い
ね

　生ごみを出す前に、堆肥化して家庭菜
園などで再利用してみませんか？
　市では生ごみの減量化のため次の事業
を行っています。

①生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業
　「コンポスター、害虫駆除剤、発酵促進
消臭剤」のセットを個人負担金2,500円で
給付しています。

②電気式生ごみ処理機設置補助事業
　電気式生ごみ処理機
を購入する際、購入金
額の３分の１の額を補助
金として交付します。
　補助金の上限額は２万円
です。

堆肥化してみませんか
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豊後大野市の
介護保険の現状 第6回

　これまで５回にわたり、豊後大野市における介護保険を取り巻く現状や、介護保険料の高い要因について紹介して
きましたが、これらを踏まえ、一人ひとりで何ができるか考えてみましょう。

　給付費の増加を少しでも抑えられれば、介護保険料の上昇額を抑えることができます。
　給付費の増加を抑えるためには、認定を受けている方は、必要なサービスを適正に利用し、認定を受けていない方
は要介護状態にならないように介護予防に取り組むことが大事です。皆さんのご協力をお願いします。

● 使っていない福祉用具を借りたまま、使いた
くないサービス・過剰なサービスなど、不要
なサービスを使っていませんか。

● サービスを使っていない、サービスを使う予
定がないのに申請をしていませんか。

● 要介護状態とならな
いように、介護予防
に取り組みましょう。

豊後大野市の介護保険料を上げないためにできること

要介護認定を受けている方 要介護認定を受けていない方

! !

市
長
発

 

　
２
月
14
日
に
豊
後
大
野
市
自
治
基
本
条

例
市
民
会
議
の
藤
並
す
み
子
座
長
と
阿
南

静
治
副
座
長
か
ら
提
言
書
を
い
た
だ
き
、

私
自
身
熱
い
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。

　
実
は
合
併
直
後
の
平
成
17
年
６
月
の

定
例
会
で
の
一
般
質
問
で
、
自
治
基
本

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
私
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
。

　「
こ
の
条
例
は
、
で
き
れ
ば
よ
い
と

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
民
の
参

加
が
必
要
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
住
民

自
ら
が
作
り
上
げ
た
自
治
体
の
憲
法
と

な
る
。
だ
か
ら
こ
の
条
例
を
作
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
新
し
い
豊
後
大
野
市
の
未

来
を
切
り
開
く
た
め
に
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
ぜ
ひ
そ
の
制
定
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

　
そ
し
て
、
市
は
平
成
19
年
５
月
に
こ

の
条
例
制
定
の
た
め
の
市
民
会
議
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
委
員
す
べ
て
を
公
募
し

ま
し
た
。
私
自
身
も
応
募
し
、
座
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

20
年
２
月
に
第
１
回
の
会
議
が
行
わ
れ
、

そ
れ
か
ら
３
年
間
、
延
べ
21
人
の
委
員

の
皆
さ
ま
が
47
回
の
会
議
を
重
ね
、
座

長
も
２
代
目
の
柴
田
英
二
さ
ん
を
経
て

今
回
の
提
言
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
22
年
２

月
号
か
ら
今
月
号
ま
で
毎
月
市
報
を
通

じ
て
、「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
　
私
た
ち

の
ま
ち
の
憲
法
」
と
題
し
て
そ
の
内
容

を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
の
で
お
読
み

に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
提
言
書
で
は
「
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
人
公
と
な
る
市
民
自
治
の
実
現
」

を
掲
げ
、「
市
の
最
高
規
範
」
と
し
て

の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
主

権
者
は
市
民
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
地
域

の
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
一
層
、

市
民
の
意
思
に
基
づ
く
自
治
体
運
営
の

実
現
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
制
定
に
向
け
て
審
議
会
で

法
律
の
専
門
家
を
交
え
て
議
論
し
、
最

終
的
に
は
議
会
で
の
議
決
を
経
て
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
委
員
の
皆
さ

ま
長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

※

関
連
記
事
は
３
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

橋
本
　
祐
輔

自
治
基
本
条
例
の

　
　
　
　制
定
に
向
け
て

問い合わせ先  高齢者福祉課　介護保険班 ☎0974-22-1001（内線2103）
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地
域
の
方
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

地
域
の
方
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

　
第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
千
歳
中
学
校
３
年
の
佐

藤
千
夏
さ
ん
の
作
品「
明
る
い
町
」が
、見
事「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
　
大
分
県
推
進
委
員

長
賞
」
を
受
賞
。
１
月
６
日
に
大
分
市
の
大

分
文
化
会
館
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
で
は
、
佐
藤
さ
ん
が
生
徒
会
の
環
境

部
長
と
し
て
「
私
た
ち
の
住
む
町
を
、
私
た

ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
た
い
。
し
か
も
、
地

域
の
方
と
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
清
掃
を
す
る
こ

と
で
、
明
る
く
美
し
い
町
を
つ
く
る
」
と
い
っ

た
提
案
を
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た

こ
と
、
地
域
の
方
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
「
明
る
い
町
」

を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
体
験
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲希望にあふれた次代の農業を
　担う３名の皆さん

　
１
月
20
日
、
全
国
体
育
指
導
委
員

連
合
か
ら
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
、

橋
本
征
子
さ
ん
（
犬
飼
町
）
が
市
長

に
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
旧
犬
飼
町
時
代
の
平

成
２
年
４
月
か
ら
体
育
指
導
委
員
と

し
て
20
年
間
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

受
け
て
、「
家
族
の
協
力
、
職
場
の

理
解
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
体
育
指
導
委
員
は
、
忙
し
い

け
ど
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
勉
強
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

▲
ス
テ
ー
ジ
を
所
狭
し
と

　舞
う
後
藤
支
部
長

▲佐藤　千夏さん

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
貢
献
、

橋
本
征
子
体
育
指
導
委
員
に
功
労
者
表
彰

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
普
及
に
貢
献
、

橋
本
征
子
体
育
指
導
委
員
に
功
労
者
表
彰▲受賞おめでとうございました

　「
42
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
お
お

い
た
国
体
で
は
、
カ
ヌ
ー
競
技
で

競
技
役
員
と
し
て
参
加
で
き
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
橋

本
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
豊
後
大
野

市
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
。

　
１
月
27
日
、
緒
方
公
民
館
で
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
緒
方
町
支
部

主
催
に
よ
る
緒
方
町
高
齢
者
新
春

お
楽
し
み
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場

に
は
約
４
５
０
名
も
の
来
場
者
が

駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
歌
や
踊
り
、
詩
吟
に
三
味
線
な
ど

多
数
の
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、「
ト

リ
」
を
飾
っ
た
の
は
後
藤
博
大
緒
方

町
支
部
長
に
よ
る
ダ
ン
ス
と
歌
。
会

場
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
と
笑
い

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

歌
と
笑
い
で
明
る
い
新
年
を
　
緒
方
町
高
齢
者
新
春
お
楽
し
み
会

歌
と
笑
い
で
明
る
い
新
年
を
　
緒
方
町
高
齢
者
新
春
お
楽
し
み
会

　
１
月
26
日
、
三
重
総
合
高
校
で
平
成

22
年
度
農
業
自
営
者
激
励
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
激
励
を
受
け
た
の
は
、
生
物

環
境
科
の
木
津
文
裕
さ
ん
（
犬
飼
町
）、

吉
良
佑
太
さ
ん
（
緒
方
町
）、
廣
田
智
彦

さ
ん
（
臼
杵
市
野
津
町
）
の
３
名
で
、

木
津
さ
ん
と
吉
良
さ
ん
は
県
立
農
業
大

学
校
へ
、
廣
田
さ
ん
は
大
分
短
期
大
学

へ
そ
れ
ぞ
れ
進
学
し
ま
す
。

　
柴
田
龍
太
郎
校
長
か
ら
「
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
校
で

生
か
し
、
さ
ら
に
技
術
や
知
識
を
高
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
日
本
の
農
業
を

三
重
総
合
高
校
で
農
業
自
営
者
激
励
大
会
を
開
催

三
重
総
合
高
校
で
農
業
自
営
者
激
励
大
会
を
開
催

守
り
育
て
る
推
進
力
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
営
者
を
代
表
し
、
木
津
さ
ん

が
「
高
品
質
化
と
規
模
の
拡
大
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
厳
し
い
農

業
の
世
界
に

飛
び
立
つ
皆

さ
ん
、
ど
う

ぞ
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
１
月
28
日
、「
環
境
教
育
関
連
物
品

贈
呈
式
」
お
よ
び
「
環
境
保
全
活
動
等

補
助
金
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
21
年
３
月
に
締
結
さ

れ
、
６
月
１
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

「
大
分
県
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
協
定
」
の
一

環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
、
㈱
マ

ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
「
マ
ル
ミ
ヤ
ス
ト
ア
三

重
店
」
よ
り
い
た
だ
い
た
益
金
を
市
内

全
小
学
校
へ
環
境
教
育
関
連
物
品
を
購

入
し
て
贈
呈
、ま
た
、㈱
オ
ー
ケ
ー
「
新

鮮
市
場
三
重
店
」
よ
り
い
た
だ
い
た
益

金
を
、
市
地
球
温
暖
化
防
止
協
議
会
へ

環
境
問
題
の
勉
強
、
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

「
環
境
教
育
関
連
物
品
贈
呈
式
」
お
よ
び

「
環
境
保
全
活
動
等
補
助
金
交
付
式
」

環
境
問
題
の
勉
強
、
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

「
環
境
教
育
関
連
物
品
贈
呈
式
」
お
よ
び

「
環
境
保
全
活
動
等
補
助
金
交
付
式
」

▲

多
く
の
方
が
詰
め
か
け
た

　会
場
か
ら
は
笑
い
と
拍
手
が

▲皆さんの活動が
　温暖化防止の一歩となります

環
境
保
全
活
動
等
補
助
金
と
し
て
交
付

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
市
内
小
学
校

を
代
表
し
て
三
重
東
小
学
校
６
年
生
の

佐
藤
春
菜
さ
ん
、
濱
本
天
使
さ
ん
、
そ

し
て
市
地
球
温
暖
化
防
止
協
議
会
長
の

竹
之
下
健
一
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

市
長
か
ら
贈
呈
、
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　「
も
ら
っ
た
本
を
生
か
し
て
環
境
問

題
な
ど
の
勉
強
に
役
立

て
た
い
で
す
」「
今
後

も
温
暖
化
防
止
な
ど
に

努
め
た
い
で
す
」
と
そ

れ
ぞ
れ
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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▲千歳中学校（沓冠直紘君）

▲

講
師
の
谷
口
久
枝
先
生

▲千歳小学校（大野純史君）

　
３
月
25
日
〜
27
日
ま
で
開

催
さ
れ
る
右
記
大
会
に
出
場

さ
れ
る
、
み
え
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
ク
ラ
ブ
の
白
川
豊
和
さ
ん

と
菅
野
享
祐
君
（
小
６
）
が

２
月
９
日
、
市
役
所
を
訪
れ

市
長
へ
出
場
報
告
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
菅
野
君
は
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
を
は
じ
め
て
２
年
、

野
球
も
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

万
能
、
白
川
さ
ん
は
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
美
し
く
高

く
跳
び
、
上
位
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
市
長

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
１

都
道
府
県
対
抗
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

出
場
報
告

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
１
１

都
道
府
県
対
抗
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

出
場
報
告

　
２
月
４
日
、
大
阪
府
在
住

で
緒
方
町
出
身
の
三
代
賢
治

さ
ん
か
ら
、「
何
か
の
役
に
立

て
ば
幸
い
で
す
」
と
本
市
へ

子
ど
も
用
マ
ス
ク
、
大
人
用

マ
ス
ク
そ
れ
ぞ
れ
１
万
枚
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
、

市
内
の
全
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
三
重
総
合
高
校

に
配
布
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
に
利
用

い
た
し
ま
す
。※

写
真
は
２
月

８
日
に
教
育
長
か
ら
千
歳
小

学
校
、
千
歳
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
へ
の
贈
呈
の
様
子
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
の
た
め

マ
ス
ク
を
寄
贈

子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
の
た
め

マ
ス
ク
を
寄
贈

▲

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲

上
位
目
指
し
て
頑
張
る
ぞ
！

▲

天
高
く
舞
う
炎

▲

威
勢
よ
く
ど
ん
ど
の
周
り
を
駆
け
巡
る

▲

髙
倉
　敏
行
さ
ん

　
１
月
16
日
に
エ
イ
ト
ピ
ア

お
お
の
で
行
わ
れ
た
第
８
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭
。
２

月
１
日
に
三
重
歌
謡
連
盟
会

長
の
後
藤
吉
彦
さ
ん
と
後
藤

和
子
さ
ん
（
役
員
）
が
市
役

所
を
訪
れ
、
市
長
へ
益
金
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。「
長
年
継

続
し
て
い
く
の
は
大
変
で
す

が
、
益
金
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
」
と
後
藤
会
長
。

　「
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
、
大

事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
市
長
か
ら
お
礼
の
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

善
意
を
寄
付
　
第
８
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭

善
意
を
寄
付
　
第
８
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
祭

　
２
月
９
日
に
豊
後
大
野
市

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

た
方
は
次
の
方
で
す
。

【
敬
称
略
】

大
分
県
保
護
司
大
会
に
て

法
務
大
臣
表
彰

　
髙
倉
　
敏
行
（
緒
方
町
）

　
髙
倉
さ
ん
は
平
成
元
年
４

月
１
日
に
保
護
司
に
就
任
さ

れ
、
20
年
間
に
わ
た
り
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
犯

罪
を
し
た
者
お
よ
び
非
行
の

あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を
助

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊
後
大
野
市
感
謝
状
贈
呈
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊
後
大
野
市
感
謝
状
贈
呈
式

　
２
月
13
日
、
右
記
研
修
会
が
犬

飼
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
各
種
団

体
か
ら
80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
会
に
先
立
ち
、
犬
飼
町
地
域

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
人
権
研
修
会
」
が
行

わ
れ
、「
女
性
の
人
権
確
立
の
道

と
は
」
と
題
し
て
、
安
藤
恒
美
氏

に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
佐
伯
市
の
や
ぐ
ち
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
　
谷
口
久

枝
先
生
に
よ
る
「
女
性
の
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
を
見
つ
め
て
」
と
題
し
、

更
年
期
障
害
や
子
宮
筋
腫
、
子
宮

が
ん
等
身
近
な
病
気
の
お
話
や
、

最
近
始
ま
っ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

〜
犬
飼
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会
〜

「
女
性
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
見
つ
め
て
」

〜
犬
飼
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会
〜

「
女
性
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
見
つ
め
て
」

け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予

防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
努

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

の
激
励
に
、「
練
習
の
成
果
を

思
う
存
分
発
揮
し
て
き
ま

す
！
」
と
菅
野
君
か
ら
力
強
い

決
意
表
明
が
。

　
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
２
月
12
日
、
寒
風
吹
き
す

さ
ぶ
中
、
大
野
町
総
合
運
動

公
園
駐
車
場
に
て
第
18
回
ど

ん
ど
焼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
正
月
の
飾
り
物

や
、
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願
す

る
願
い
札
が
飾
ら
れ
た
約
20
ｍ

の
「
ど
ん
ど
」
が
。
19
時
30
分
、

商
工
会
青
年
部
大
野
支
部
の
皆

さ
ん
ら
が
威
勢
よ
く
ど
ん
ど
の

周
り
を
駆
け
巡
り
、
い
よ
い
よ

火
入
れ
の
時
が
。
瞬
く
間
に
炎

が
あ
が
り
、
火
柱
が
天
高
く
ま

で
あ
が
り
ま
し
た
。

炎
の
柱
が
立
ち
上
る

大
野
町
ど
ん
ど
焼

炎
の
柱
が
立
ち
上
る

大
野
町
ど
ん
ど
焼

チ
ン
の
接
種
勧
奨
な
ど
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
婦
人
科
医

師
と
し
て
診
療
の
現
場
で
感
じ
る

命
の
大
切
さ
と
「
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
減
る
と
こ
こ
ろ
が
硬
く
な
る
、

み
ん
な
同
じ
、
だ
か
ら
こ
そ
い
た

わ
り
あ
っ
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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▲

ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
記
念
の
一
枚

▲

会
場
に
は
多
く
の
方
が

　詰
め
か
け
ま
し
た

▲

力
強
く
大
会
宣
言
を

　読
み
上
げ
る
合
澤
伸
彦
さ
ん

▲

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　記
念
品
を
受
け
取
る
ハ
ル
コ
さ
ん

▲

た
く
さ
ん
の

　お
祝
い
の
品
物
に
囲
ま
れ
な
が
ら…

　
三
重
町
の
柴
田
イ
マ
さ
ん
が

２
月
13
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
マ
さ
ん
は
三
重
町
小
坂
に

生
ま
れ
、
大
工
を
さ
れ
て
い
た

ご
主
人
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
大
病
を
患
っ
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
イ
マ
さ
ん
、

長
寿
の
秘
訣
を
聞
く
と
「
何
で

も
よ
く
食
べ
る
こ
と
」。
特
に
甘

い
も
の
が
好
き
と
の
こ
と
で
、

若
い
頃
は
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作

る
の
が
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
趣
味
は
「
農
業
」
だ
っ
た
と

語
る
イ
マ
さ
ん
は
、
米
俵
を
肩

に
担
い
で
農
作
業
を
さ
れ
て
い

た
様
子
を
市
長
へ
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
明
る
い
性
格
な
が

ら
も
、
辛
抱
強
い
性
格
で
す
」

と
家
族
の
皆
さ
ん
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
朝
地
町
の
佐
藤
ハ
ル
コ
さ
ん
が

２
月
15
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ル
コ
さ
ん
は
竹
田
市
宮
城
に

生
ま
れ
ご
主
人
と
結
婚
さ
れ
朝
地

町
へ
。
娘
さ
ん
が
生
ま
れ
た
半
年

後
に
ご
主
人
が
他
界
さ
れ
、
長
く

朝
地
町
母
子
会
の
役
員
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ
る
の
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
ハ

ル
コ
さ
ん
は
、
今
も
杖
な
し
で
歩

く
ほ
ど
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
い

ま
す
。
ハ
ル
コ
さ
ん
へ
長
寿
の
秘

訣
を
聞
く
と
「
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
よ
く
食
べ
る
こ
と
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
盆
栽
が
得
意
だ
っ
た
と
い
う
ハ

ル
コ
さ
ん
、
２
、
３
年
前
ま
で
草

花
を
育
て
、
知
人
の
方
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
友
達
な
ど
へ
配
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　
千
歳
町
の
廣
瀬
シ
ズ
さ
ん
が
２
月

20
日
、１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ズ
さ
ん
は
千
歳
町
前
田
に
生
ま

れ
て
、結
婚
後
は
農
業
を
主
に
し
て
い

ま
し
た
。若
い
こ
ろ
か
ら
体
調
管
理
に

気
を
付
け
て
お
り
、病
院
に
行
く
こ
と

も
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
ど
お

元
気
で
し
た
。趣
味
は
、読
書
と
手
芸

（
編
み
物
）で
、３
年
ほ
ど
前
ま
で
日
記

も
か
か
さ
ず
に
付
け
て
い
ま
し
た
。

「
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
は
あ
り
ま
す

か
」と
の
市
長
の
質
問
に
、「
テ
レ
ビ
は
、

何
を
見
て
も
楽
し
い
で
す
」と
ほ
ほ
笑

む
シ
ズ
さ
ん
。長
寿
の
秘
訣
を
伺
う
と

「
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。嫌
い
な
食
べ

物
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
元
気
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、老
人
保
健
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
ま
す
が
、職
員
の
方
の
話
で
は
、

い
つ
も「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
心
優
し
い
方
で

す
と
の
コ
メ
ン
ト
が…

。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　
２
月
20
日
、エ
イ
ト
ピ
ア
お
お

の
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
市
農

業
振
興
大
会
。農
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
を
打
破
す
べ
く
、会

場
に
は
多
く
の
方
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。主
催
者
を
代
表
し
て

橋
本
市
長
が「
町
村
合
併
後
初

の
農
業
振
興
大
会
と
な
り
ま
す
。

本
市
は
農
業
の
町
。農
業
は
命

を
育
み
、命
を
つ
な
ぐ
産
業
で

す
。こ
の
大
会
を
農
業
の
再
生

と
振
興
の
た
め
の
総
決
起
大
会

と
位
置
づ
け
、豊
後
大
野
市
の

農
業
を
大
き
く
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。つ

づ
い
て
高
知
県
馬
路
村
の「
ゆ

ず
」を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
た
馬

路
村
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
の
東
谷
望
史
氏
の
基
調

講
演
、第
２
次
農
業
振
興
計
画

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、そ

し
て
今
後
の
農
業
を
担
っ
て
い

く
若
手
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
閉
会
行
事
の
中
で
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
阻
止
に
関
す
る
決
議

案
が
提
案
さ
れ
、多
く
の
拍
手

を
も
っ
て
承
認
、最
後
に
大
会

宣
言
が
宣
言
さ
れ
大
会
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。こ
の
大
会
を
契

機
に
、今
後
も
本
市
の
農
業
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」し
続
け
て
い

き
ま
す
。

１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊後大野市農業振興大会

▲

肌
で
感
じ
た
体
験
や

　今
後
の
農
業
経
営
、

　家
族
の
絆
、
そ
し
て
仲
間
と
の

出
会
い
を
語
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク▲

無
理
だ
と
あ
き
ら
め
た
ら
終

わ
り
、
挑
戦
す
る
人
に
の
み

可
能
性
が
あ
る
！
と
東
谷
望

史
さ
ん

チャンスチャンス
チェンジチェンジチャレンジチャレンジ
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平成23年度　スポーツ安全保険について
【加入区分・掛金】

問い合わせ先 スポーツ安全協会大分県支部　☎097-552-0400

　スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボラ
ンティア活動、地域活動、指導活動等を行う５名以上
のアマチュアの団体（社会教育関係団体）を対象に、活
動中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償す
るものです。
３月１日（火）より平成23年度分の受付を開始します。

■被保険者の所属する「団体の管理下」における活
動中の事故
■所属する団体が指定する集合、解散場所と被保
険者の自宅との通常の経路往復中の事故  （学校
管理下における活動中の事故を除く）

対象となる事故の範囲

保険期間

平成23年4月1日0時から平成24年3月31日24時まで

第
６
回
あ
さ
じ
ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
６
回
あ
さ
じ
ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▲

右
：
筑
波
直
貴
選
手

　
左
：
佐
藤
翔
也
選
手

　
２
月
５
日
、
大
分
市
南
大
分

体
育
館
で
、
右
記
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
選
抜
さ
れ
た
６
年

生
の
選
手
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
で
の
対
戦
と
な
り
ま
す
。
県

南
ブ
ロ
ッ
ク
（
臼
杵・津
久
見
・

佐
伯
・
竹
田
・
豊
後
大
野
）
の

代
表
選
手
と
し
て
豊
後
大
野
市

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
佐
藤
翔
也

選
手
（
三
重
東
小
）
と
筑
波
直

貴
選
手
（
同
）
の
２
名
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
３
戦
全
勝
で
予
選

リ
ー
グ
を
突
破
す
る
と
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
勢
い
そ
の

ま
ま
に
決
勝
戦
で
大
分
東
部
選

抜
を
34-

30
で
破
り
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

第
10
回
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
大
分
県
小
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
大
会

第
10
回
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
大
分
県
小
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
大
会

　
２
月
５
日
に
第
６
回
あ
さ
じ

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
朝

倉
・
北
平
・
綿
田
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
じ
め
て
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
で
総
勢
30
名
の
参
加

で
し
た
。
旧
朝
地
中
学
校
を
出

発
し
、
朝
倉
た
め
池
・
北
平
・

俵
積
神
社
を
通
り
旧
朝
地
中
学

校
に
戻
っ
て
く
る
全
長
約
８
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
し
た
。
暖
か
な

気
温
の
中
、
多
く
の
参
加
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
１
月
16
日
に
大
野
町
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
主
催
ス
キ
ー
・
ス
ノ

ボ
体
験
教
室
を
九
重
ス
キ
ー
場

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
16
名
が
参
加
し
全
員
が
滑
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
寒
波
で
雪
質
が
良
く
、
冬
の

ス
ポ
ー
ツ
を
十
分
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
体
験
教
室

大
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
体
験
教
室

　
２
月
13
日
大
野
総
合
運
動

公
園
に
て
右
記
の
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
大
野
町
内
か
ら
10
チ
ー
ム

約
１
０
０
名
の
選
手
が
参
加

し
、
８
区
間
９
・
６
㎞
で
競

技
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
成
績

　
優
　
勝
　
中
部
地
区

　
　
　
　
　
つ
ば
さ
チ
ー
ム

　
第
２
位
　
西
部
地
区

　
　
　
　
　
養
老
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
中
部
地
区

　
　
　
　
　
ひ
か
り
チ
ー
ム

第
６
回
豊
後
大
野
市
大
野
町
駅
伝
競
走
大
会

第
６
回
豊
後
大
野
市
大
野
町
駅
伝
競
走
大
会

躍
進
の
部

　
第
１
位
　
北
部
地
区

　
　
　
　
　
北
部
チ
ー
ム
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加入対象者 補償される団体活動等 加入
区分

年間掛金
(1人当り )

子ども スポーツ・文化・ボランティア・地域活動 Ａ１ 600 円

中学生以下
（特別支援学校高等

部の生徒を含む）

上記団体活動に加え、個人活動も対象
団体活動中及びその往復中の補償額と
個人活動の補償額に違いがあります。

（詳しくは、お問い合せ下さい）
ＡＷ 1,150 円

大
　
人

高校生以上
65歳以上でも
加入できます。

文化・ボランティア・地域活動、
団体員の送迎、応援、準備、片付け Ａ２ 600 円

スポーツ活動・スポーツ活動の指導 Ｃ 1,600 円
子どものスポーツ活動の指導限定 ＡＣ 1,100 円

65歳以上 スポーツ活動 Ｂ 800 円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 9,000 円

※団体活動を行う５名以上の方々でご加入ください。
補償内容等、詳しくは財団法人スポーツ安全協会ホームページをご覧
ください。（ホームページアドレス　http://www.sportsanzen.org/）



ポリオ予防接種ポリオ予防接種
生後３～90カ月未満のお子さんを対象に下記の日程で行います。

※母子健康手帳をお持ちください。

3月1日から3月8日までは「女性の健康週間」です。
市では女性の健康づくり教室を下記のように開催します。
皆様のご参加をお待ちしています。

◆日時・場所

◆教室内容
　テーマ：「あなたらしく輝いて」
　　　　　  ―こころと身体のセルフケアー

◆持参物
　水分・タオル・筆記用具・マイ箸・マイスプーン

◆受講費
　1,000円（昼食・教材費等）

◆申込締め切り
　３月15日（火）までに市役所
　健康推進課へお申し込みください。

◆その他
　当日は運動しやすい服装で
　おいでください。

きいきい

だより健康だより健康
健康スケジュール

S C H E D U L E

精神保健相談日
日 時　3月24日（木）　14時～16時
場 所 豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934－2）
対象者 気分の落ち込み・ひきこもり・認知症
　　　　依存症等こころの健康相談をしたい方
※要事前予約／☎0974-22-0162　保健師まで

幼児健診

受付時間　13時～13時45分　対象地区 緒方・朝地・大野・清川

健診内容
１歳６カ月児健診 ３歳６カ月児健診

日　　時
３月8日（火） ３月15日（火）

対 象 児
H21年7月1日～9月30日生まれ Ｈ19年6月1日～H19年８月31日生まれ
会　　場 緒方すこやかセンター

パパママひろば（両親学級）
日 時　３月18日（金）　受付9時30分～9時50分
場 所 緒方すこやかセンター
内 容 妊娠期の過ごし方・お産の経過、呼吸法・歯の健康
講　師　市民病院産婦人科　山上健医師および助産師、歯科衛生士
対象者 妊婦さんとお父さんになる方

脳いきいき度チェック（物忘れ相談）
日 時　3月18日（金）　９時～12時
場 所 健康推進課または各支所総務市民課
内 容 脳機能検査と個人面談
※事前に電話予約をお願いします。

3月の育児相談のお知らせ
実 施 日 時  間 会  場
  1日（火）
4日（金）、23日（水）
  4日（金）
16日（水）
28日（月）
28日（月）
毎週木曜日

10時～12時 
11時～12時 
10時～12時 
10時～12時 
10時～11時 
14時～16時 
10時～12時

犬飼子育て支援センター
三重ふれあい児童館
朝地母子健康センター
緒方すこやかセンター
清川保健センター
大野保健センター
千歳保健センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問等なんでもご相談ください。
※その他各地域では、育児サークル等定期的に開催しています。お問い合わせください。

16市報 ぶんごおおの 2011.3

女性の健康づくり教室女性の健康づくり教室

すくすくひろば（育児学級）のお知らせ
日 時　3月16日（水）　受付9時30分～10時
場 所 市中央公民館　1階和室
内 容 離乳食試食と歯の手入れ　講師　栄養士・歯科衛生士
対象児 6～7カ月の赤ちゃんとその保護者
※準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願いします。

ポリオ 13時30分～
14時15分

４月  8日（金） 

４月13日（水） 

４月15日（金） 

４月20日（水） 

４月21日（木）

エイトピアおおの

緒方すこやかセンター

大野保健センター

千歳保健センター

エイトピアおおの

春到来！春到来！

日　付
３月23日（水）
３月24日（木）
３月25日（金）

受付時間
  9時30分～10時
教室
10時～14時30分

三重町農村環境改善センター
大野町保健センター
千歳町保健センター

時　間 場　所

＊午前の部
　◎心と身体の声を聴こう　プチヨガ体験 10時～11時30分
＊午後の部
　◎リンパケア　癒しのセルフマッサージ 13時～14時
　◎手軽に簡単！輝くお肌のお手入れ法 14時～14時30分

気分がとっても
落ち着くね
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豊後大野の地力で育つ「水田ごぼう」豊後大野の地力で育つ「水田ごぼう」
「ごぼうのポタージュ」    ［分量 ４人分］
●ごぼう　1本（150ｇ程度）　●玉ねぎ　1/2 個　●バター　15ｇ　●小麦粉　大さじ3
●水  2カップ　●固形スープ  1個　●牛乳  1カップ　●塩、こしょう  少々　●クルトン  お好み

（1人あたり　カロリー　123kcal ／塩分　0.7ｇ）

［作り方］
①ごぼうはななめ薄切りにし水に浸してあ
く抜きする。玉ねぎは薄くスライスする。
②鍋に水気をきったごぼうとたまねぎを
バターで炒めしんなりしてきたら、小

食育・あけあじレシピコーナー ⑦

問い合わせ先 健康推進課　☎0974ｰ22ｰ1001（内線2122・2126・2127・2131・2132）または各支所 総務市民課

地元産の食材を知ろう!使おう!味わおう!地元産の食材を知ろう!使おう!味わおう!食物繊維
たっぷり！

　昭和６２年５～６名で始まった「水田
ごぼう部会」は、現在約70名の会員
で取り組んでいます。部会では出荷
時、独自に検査員制度を導入し、高い
レベルの品質を保つよう努力してい
ます。その結果、大阪、神戸の市場を
中心に、京都、福岡にも販路が広がっ
ています。
　水田ごぼう作りは、稲刈りが終わっ
た田んぼを耕し、１０月下旬から１２月
頃に始まります。途中草取り作業（全

▲水田ごぼう部会
　宗　永伯さん（中央）と法人みらいの皆さん

▲標語・川柳表彰式 ▲市長と坂本徳俊先生

④粗熱がとれたらミキサーにかける。
⑤鍋に戻し、牛乳を加え火にかける。
塩こしょうで味を調え、お好みでク
ルトンを飾る。

麦粉をふりいれ粉っぽさが完全になく
なるまで、弱めの中火で炒める。
③②に水と固形スープを加え、ごぼ
うが軟らかくなるまで煮込んだら火
を止める。

豊かな風味を味わってください

て手作業）をしながら、３月末から４～
５月にかけて収穫を迎えます。
　本市の水田ごぼうは、無農薬で、
香りを楽しんでもらうため、葉っぱと
茎を少しつけた状態で出荷をしてい
ます。
　生でサラダなどそのまま食べても
風味がよく安心・安全です。
　これからも土づくりに努め、地力を
高め、お米・水田ごぼうともおいしい
作物を皆さまの食卓にお届けします。

　春は、季節の変わり目で、自律神経が不安定
となり、身体バランスを壊しやすくなります。
　また、職場や学校などで、環境の変化を
経験する方もいらっしゃることと思いま
す。苦労の中にも笑いを忘れない毎日を心
がけてみませんか？
　2月13日にエイトピアおおの大ホールにて
「げんき講演会」が開催されました。
　講演会では「笑いの効用」について、2名
の先生からお話がありました。

１．「一日一笑で生きよう」
　　 豊後大野市民病院院長　坪山  明寛  先生
２．「笑い上手は生き方上手」
　　 日本笑い学会　　　　坂本  徳俊  先生

　認知症の正しい理解を目的とした標語・川柳の募集
に42点の応募がありました。
　げんき講演会開会前に最優秀賞、優秀賞受賞者の皆
さんへ市長から表彰状が授与されました。
　作品は以下のとおりです。（敬称略）

☆「笑い」の働き　「笑いに勝る良薬なし！」笑うと心と体にいいことがたくさん！
○免疫力を高め病気になりにくくなる　
　からだを細菌などの異物から守り、がん細胞をやっつける、白血球
のリンパ球の１つ「ナチュラルキラーＴ細胞」が活性し増加します。
○痛みやストレスを和らげる
 ・笑うと脳内ホルモンの「ベータエンドロフィン」が増えます。
（＊ベータエンドロフィンはモルヒネの6.5倍の鎮痛効果があるといわれています）
 ・痛みの原因である「インターロイキン６」という物質が減少します。
 ・アルファ脳波が増え、情緒が安定し、リラックスができます。
○認知症を予防する
 ・笑うと記憶をつかさどる脳の「海馬」の血流が増加します。
人と話して大いに笑うことは認知症予防につながります。
○体の働きを助ける
 ・笑うと酸素をたくさん吸い、肺活量が増え、血流もよくなります。
 ・腹式呼吸を促進し、消化機能を高めます。

春です！春です！「笑って」「笑って」心身のバランスづくり！心身のバランスづくり！

お話のポイントは以下のとおりです。

認知症をテーマとした標語・川柳優秀作品決定！
～認知症にやさしいまちを目指して～

最優秀賞
認知症と  誰が決めるか  蝉しぐれ  恵藤  安子（千歳町）
優 秀 賞
手を取りて  皆んなふれ合う  町づくり  宮崎  方子（三重町）
介護する  一人で悩む  ことはない  繋いだ手と手  地域の絆  小野  賢一（三重町）
大丈夫　同じ目線で　話し掛け  上野  つね（千歳町）



中 央
菅 尾
白 山
清 川
緒 方
上緒方

☎0974ｰ22ｰ2111
☎0974ｰ22ｰ3349
☎0974ｰ26ｰ2260
☎0974ｰ35ｰ2372
☎0974ｰ42ｰ3161
☎0974ｰ45ｰ2001

小富士

朝 地

大 野

千 歳

犬 飼

☎0974ｰ44ｰ2111
☎0974ｰ72ｰ0048
☎0974ｰ34ｰ2130
☎0974ｰ37ｰ2069
☎097ｰ578ｰ1281

　平成23年４月より、「出張年金相談所」でお客さま
にお待ちいただく時間短縮のために、出張年金相談所
の「予約制」を実施することといたしましたので、ご
案内いたします。
　なお、「予約」のお申し込みをされるお客さまにつ
きましては、大分年金事務所へお問い合わせください
（※ご予約は、相談日の１カ月前より受付けます）。

年金相談日
３月  8日（火）
市隣保館（解放会館）
３月10日（木）
市商工会（三重町商工会）
３月16日（水）
竹田市総合社会福祉センター

●相談時間
10時～15時
●問い合わせ先
 市民生活課 国保年金班
☎0974ｰ22ｰ1001

 大分年金事務所
☎097ｰ552ｰ1211

　　　　  （内線2086）

年 金 係 からのお 知らせ

千歳公民館 千歳っ子くらぶ学習会

▲ボウリング場の方より、ボウリングの
　ルールやアドバイスを教えていただき
　ました。

▲ボウリング初体験のくらぶ員が多く、
　大いに盛り上がりました。

▲作品づくりに集中しています。
　「楽しかったよ。」

▲割れないように…仕上げを習っています。
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　1月22日、千歳っ子くらぶ第7回学習会
｢ボウリング教室｣を、OBSボウル（大分
市）で開催しました。参加した28名のく
らぶ員のうち、11名がボウリング初体
験。低学年チームと高学年チームに分か
れ、熱戦が繰り広げられました。ボウリ
ングを通じて、ボウリングの楽しさを知
り、よい汗を流し、くらぶ員同士の親睦
を深めることができました。｢またみんな
でボウリングをしたい｣という感想もあ
り、思い出に残るボウリング教室となり
ました。

清川公民館 陶芸作りに挑戦！
　今年度最後のネイチャースクールは、
１月30日に緒方町の俚楽の郷で10名が
陶芸体験をしました。真剣なまなざし
で、集中した時間はあっという間に過ぎ
ました。
　棒状に伸ばした粘土を重ねていき、ひ
びが入らないように、講師の先生からは
熱心に指導いただきました。作品は焼き
あがるまで１カ月程度かかるそうです
が、参加者は出来上りが楽しみな様子で
した。

「出張年金相談所の予約制」の
実施について

「出張年金相談所の予約制」の
実施について
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開館時間　火～金：10時～18時　土・日：10時～17時
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仕
事
の
ロ
ー
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク小

暮
　幹
雄

美
の
書
道
　
き
れ
い
に
書
け
る
、
こ
こ
ろ
が
磨
か
れ
る

涼
　
　風
花

食
の
安
心
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

山
田
　次
郎

こ
れ
か
ら
、
中
国
と
ど
う
付
き
合
う
か

宮
本
　雄
二

女
子
栄
養
大
学
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア小笠

原
章
子

す
て
き
な
ベ
ラ
ン
ダ
＆
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン

主
婦
の
友
社

花
粉
症
が
ラ
ク
に
な
る

赤
城
　智
美

（中央） おはなしのへや 　９日・23日（水）
 ちゅうりっぷ組 　10時15分
 ひまわり組 　11時15分
（中央） 土曜おはなしクラブ
　　　　26日（土）　　　  10時30分
（緒方）おはなしのへや　５日（土）、19日（土）10時～

3月の定例おはなし会

3月の休館日：毎週月曜日、22日（火）（春分の日振替）、25日（金）（館内整理日）
お問い合わせ：中央図書館 TEL･FAX 0974-22-7733　緒方図書館 TEL 0974-42-4141（民俗資料館共用）

　１年間、移動図書館
をご利用いただきあ
りがとうございます。
３月は回収のみとな
ります。返し忘れて
いる本があれば、早めに学校の返却箱に入れてお
いてくださいね。
　本の返却が遅れている場合には、電話で連絡を
することがありますのでご協力お願いいたします。

いどうとしょかんいどうとしょかん インターネット予約

書
館
で
は
、
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
図
書
館

の
本
が
予
約
で
き
る
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
読
み
た

い
本
が
貸
出
中
の
と
き
、

図
書
館
に
行
か
な
く
て
も

本
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

予
約
の
連
絡
も
メ
ー
ル
で

行
う
の
で
、
記
録
が
残
り

と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た

現
在
貸
出
中
・
予
約
中
の
資

料
の
確
認
も
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
登
録
は
カ
ウ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
）

図

う
す
ぐ
ド
キ
ド

キ
の
１
年
生
。

で
も…

放
課
後
、
ど
う
し

よ
う
。
小
学
校
に
上
が
る

と
新
た
な
心
配
も
で
て
き

ま
す
ね
。

　
外
遊
び
は
危
な
い
し
、

親
は
忙
し
い
。
児
童
ク
ラ

ブ
は
？
　
ゲ
ー
ム
は
？
　

習
い
事
は…

？
　
人
ご
と

じ
ゃ
な
い
！

　
子
ど
も
た
ち
に
「
豊
か

な
居
場
所
」
を
と
立
ち
上

が
っ
た
男
た
ち
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

も

移動の多い時期となります。住所や電
話番号等に変更がありましたら、図書
館までお知らせください。

― お願い ―

子どもたちの放課後を救え！
川上  敬二郎 文藝春秋 379.3カ

今月のおすすめ本



豊後大野市総合文化センター ☎ 0974（22）8000
朝倉文夫記念館       ☎ 0974（72）1300
幸寿美術館         ☎ 0974（37）3788

いずれも毎週月曜日休館

朝倉文夫記念文化ホールの催し

問い合わせ先  朝倉文夫記念館　☎0974-72-1300

●と　き／3月12日(土)～3月27日(日)　9時～17時
　　　　　※会期中、3月14日(月)、22日(火)は休館
●入館料／無料

　朝地町在住の陶芸家佐藤珠幸さんが指導している
椿窯陶芸教室生の作品展。教室生が１年間楽しく制
作した、食器、花器など暮らしの器約100点を展示
予定です。

　朝倉文夫はたいへんな猫好きだったことで有名
でした。猫の作品は初期から晩年までずっと作り
続けていて、いつか「猫百態展」という猫ばかりの
彫刻展を開こうと夢見ていました。そのため、多い
時には20匹ぐらいの猫が屋敷内を歩きまわって
いたそうです。
　残念ながら50余点まで作ったところで
急逝し、猫百態展は実現しません
でしたが、記念館には文夫が愛し
た猫の作品が13点あります。猫の
一瞬の動きをとらえた「よく獲た
り」、独特なポーズの「のび」、猫へ
の温かいまなざしを感じられる
「眠り」など、ぜひご覧ください。

　2月2日から2月6日にかけて、第6回豊後大野
市芸術祭がエイトピアおおので開催されました。
　美術の部には、絵画・書道・工芸・いけばな等
200点を超える作品が出展されました。技術の高
さと力作ぞろいに目を見張るものがありました。
　芸能の部は、緒方町文化協会による創作舞台
「ふるさと緒方」や舞踊・琴・民謡など40団体約
260名の皆さまによる舞台発表がありました。か
わいらしい踊りやすばらしい演技の数々に客席
から大きな声援と拍手がおこりました。また、お
茶席も設けられ心なごむ時間が流れていました。
　多くの方のご来場で盛大な芸術祭となりました。

前
回
の
様
子▲

▲湯島の白梅
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CINEMA8 シネマエイト ～１日だけの映画館～

◆日　時　3月25日（金）
　　　　　18時30分　開場　19時　開演
◆場　所　エイトピアおおの大ホール
◆入場料
　全席自由　一般　3,000円（当日3,500円）
　高校生以下　　   1,500円（当日2,000円）

◆日　時
　3月18日（金） 「オーケストラ！」 　  19時上映
　3月19日（土） 「牛の鈴音」　　　　  10時上映
   「母なる証明」 　13時上映
   （小学生は保護者同伴でないと見られません）
   「パーマネント野ばら」　15時40分上映
   「オーケストラ！」　  19時上映
◆場　所　エイトピアおおの　大ホール
◆料　金　各作品共通
　１回券　大人　   800円　　高校生以下　   600円（当日各200円増）
　２回券　大人　1,500円　　高校生以下　1,000円（当日各400円増）チケット好評発売中

「椿窯陶芸教室生 作品展」 朝倉文夫の世界
～朝倉文夫と猫～

朝倉文夫の世界
～朝倉文夫と猫～

ネコの作品を見にきてニャ！

▲緒方町文化協会の
　皆さんの華麗な舞

▲美術の部展示風景

『清水ミチコ
　　トーク＆ライブ』
『清水ミチコ
　　トーク＆ライブ』

『第６回豊後大野市芸術祭』『第６回豊後大野市芸術祭』

チケット
好評発売中



課
習
学
涯
生

 

班
財
化
文

４
７
９
０
☎

-
-２

４

１
４
１
４

館
料
資
俗
民
史
歴
市
野
大
後
豊
■

館
料
資
と
さ
る
ふ
歳
千
■

し
　  

し
　 ら
ん
し
ょ
う

獅
子
濫
觴

問い合わせ先  学校教育課 ☎ 0974-22- ）5512線内（ 1001

豊後大野市立三重中学校　佐藤裕一郎校長　生徒数462名

生徒会活動を通じて心豊かに

　三重中学校では心柱づくりとして、「基礎学力づくり」「自立心づ
くり」「元気づくり」を重点目標にし、知徳体の調和のとれた生徒
の育成に努めています。
　今回は本校で自主的に活動している生徒会活動の一部を紹介します。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
財
に
関
す
る
ご

意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
文
化
財
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　12月10日、整美部員と希望者60名で学校周辺の通学路を
中心に空き缶・ゴミ拾いの活動をしました。道沿いのたばこの
吸殻、川沿いの空き缶などのゴミの多さに驚きながらクリー
ン作戦に取り組みました。参加した生徒の一人は「みんなが街

をきれいにしよ
うとする気持ち
を持って欲しい」
と言っていまし
た。ゴミの分別ま
で終えて活動終
了時の子どもの
顔はやり遂げた
満足感でいっぱ
いでした。

　学級毎、挨拶運動をする日を決め、学級の生徒全員が校門と生徒玄関の２カ所に分かれ登校してくる生徒に明るく元気
の良い挨拶を行いました。その成果もあり、校内では毎日、気持ちの良い挨拶が飛び交っています。

クリーン作戦

挨拶運動

　12月９日に各学級の文化部長と多くの参加希望者でJR
三重駅とトキハとHIヒロセ三重店食品館の3カ所に分かれ
て募金の呼びかけをしました。多くの方の賛同を得て、
38,200円の募金を、大分合同福祉事業団に寄付することが

できました。
　地域の方に「お疲れ
さんやね」とか、「がん
ばって」などの声をか
けていただき、心まで
温かくなりました。
　地域の方々、ご協
力ありがとうござい
ました。

歳末助け合い募金活動
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「
獅
子
舞
」
と
い
う
民
俗
芸
能
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
獅
子
舞
は
、
旧
岡
藩
、
旧
臼
杵
藩

の
領
域
内
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た

も
の
で
、
こ
こ
豊
後
大
野
市
を
代
表
す
る

芸
能
で
す
。

　

そ
の
存
在
意
義
は
、
主
に
春
や
秋
の
例

大
祭
に
お
け
る
御み

幸ゆ
き

行ぎ
ょ
う
れ
つ列
で
、
そ
の
先

導
を
受
け
持
つ
こ
と
に
あ
り
、
お
宮
に

あ
っ
て
悪
霊
や
魔
の
侵
入
を
防
い
で
い
る

「
狛こ

ま
い
ぬ犬
」
と
同
じ
役
割
を
持
つ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
獅
子
舞
の
意

義
や
獅
子
舞
の
来
歴
は
「
獅し

し子
濫ら

ん
し
ょ
う觴
」
と

呼
ば
れ
る
書
き
物
に
著
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
獅
子
濫
觴
」
に
は
、
獅
子
舞
の

起
こ
り
を
記
し
た
部
分
、
獅
子
舞
の
舞
い

方
や
心
得
、
そ
し
て
、
獅
子
舞
を
教
え
た

者
、
獅
子
舞
を
習
っ
た
者
の
名
や
伝
授
の

年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
伝で

ん
じ
ゅ
し
ょ

授
書
」
の
形
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

同
様
の
も
の
は
神
楽
で
も
羽は

熊ぐ
ま

で
も
棒

術
で
も
見
ら
れ
、
豊
後
大
野
の
歴
史
を
ひ

も
と
く
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
旧
町
村
単
位
で
調
査
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
、
当

豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
よ
り

市
内
全
域
を
網
羅
す
る
調
査
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
内
を
伝で

ん
ぱ播
す
る
芸
能
の
伝

承
経
路
や
そ
れ
に
関
す
る
資
料
を
よ
り
多

く
収
集
し
総
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
も
の
で
、
現
在
、
資
料
の
存
在
が
あ
る

と
分
か
っ
て
い
る
団
体
か
ら
、
随
時
調
査

員
が
各
団
体
や
自
治
委
員
へ
お
問
い
合
せ

の
連
絡
を
し
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
そ
の
存
否
を
含
め
当
館
よ
り
問

い
合
せ
の
対
象
と
な
っ
た
際
に
は
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て

お
ら
ず
未
調
査
の

ま
ま
の
関
係
資
料

が
あ
る
場
合
に
も
、

併
せ
て
歴
史
民
俗

資
料
館
ま
で
ご
一

報
い
た
だ
け
る
と

助
か
り
ま
す
。

▲
朝
地
町
下し

も

野の

獅し

し子
舞ま

い

　
所
蔵「
獅
子
濫
觴
」

　
の
一
部



くらしのお知らせ

問い合わせ先

第
22
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
」

 
 

 
     

作
品
募
集

「
パ
パ
と
つ
く
る
お
花
見
弁
当
講
座
」

  

参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　

　
男
性
の
家
事
参
加
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

料
理
教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。食
育
の

お
話
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
開
催
日
・
場
所

　
３
月
26
日
（土）
　
市
中
央
公
民
館

◆
時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時

◆
講
師
　
大
分
県
栄
養
士
協
会

　
　
　
　
粟
生
美
幸
さ
ん

◆
参
加
費
　
実
費（
１
人
５
０
０
円
以
内
）

◆
募
集
人
員

　
小
学
生
と
父
親
ま
た
は
祖
父
12
組

◆
締
め
切
り
　
３
月
18
日
（金）

＊
託
児
の
必
要
な
方
は
、申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
男
女
共
同
参
画
室

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
０
２
８
）

相
談
会

◇
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ
◇

平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

平
成
23
年
度

前
期
技
能
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　
技
能
検
定
は
、働
く
人
た
ち
の
持
っ

て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り

検
定
し
、こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国

家
検
定
制
度
で
す
。平
成
23
年
度
は
、

次
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
受
付
期
間
　
４
月
11
日
（月）

　
　
　
　
　
〜
４
月
20
日
（水）

◆
実
技
試
験
　
６
月
６
日
（月）

　
　
　
　
　
〜
９
月
11
日
（日）

◆
学
科
試
験
　
７
月
24
日
（日）
、８
月
21

日
（日）
、８
月
28
日
（日）
、９
月
４
日
（日）

◆
検
定
職
種
　
44
職
種（
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
申
請
書
等
備
付
場
所

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、市
商

工
観
光
課
、市
商
工
会
等

　
　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

◆
募
集
期
間
　
３
月
１
日
（火）

　
　
　
　
　
〜
３
月
31
日
（木）

◆
応
募
資
格

　
県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
展
示
期
間
　
６
月
29
日
（水）

　
　
　
　
　
〜
７
月
３
日
（日）

◆
展
示
会
場
　
大
分
市
「
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

　（
各
部
門
の
入
選
作
品
各
15
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
）

無
料
相
談
会

◆
日
時
　
３
月
16
日
（水） 

13
時
〜
16
時

　
　
　
　
毎
月
第
３
水
曜
日

◆
場
所
　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
大
分
市
城
崎
町
１-

２-

３

　
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

◆
相
談
内
容
　
遺
言
・
遺
産
相
続
・
成

年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
建
設
業

許
可
申
請
・
交
通
事
故
自
賠
責
保
険
金

請
求
・
内
容
証
明
・
法
人
設
立
・
車
の

登
録
・
各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

　
　
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０
８
９

　
　
　
０
９
７-

５
３
５-

０
６
２
２

思
春
期
電
話
相
談

　
大
分
県
看
護
協
会
は
、思
春
期
電
話

相
談
を
始
め
ま
す
。中
・
高
校
生
・
保

護
者
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時
　
第
１
週
〜
第
４
週
の

土
曜
日
　
13
時
〜
16
時

☎
０
９
７-

５
７
４-

７
３
９
８

◆
内
容
　
思
春
期
全
般
の
悩
み
事
に
応

じ
ま
す
。

　
　
社
団
法
人
　
大
分
県
看
護
協
会

　
　
大
分
市
寿
町
２
番
６
号

　
　
☎
０
９
７-

５
３
４-

８
１
１
８

〜「
協
会
け
ん
ぽ
」か
ら
お
知
ら
せ
〜

　
平
成
23
年
３
月
分
（
４
月
納
付
）
か

ら
大
分
県
の
適
用
事
業
所
の
保
険
料

率
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
率

　
●
健
康
保
険…

９・57
％

　
　
　
　
　
　
　（
現
行
９・38
％
）

◆
案
縦
覧

◇
縦
覧
期
間
　
３
月
４
日
（金）

　
　
　
　
　
〜
３
月
18
日
（金）

　
８
時
30
分
〜
17
時（
平
日
の
み
）

◇
縦
覧
場
所
　
建
設
課
内

　
　
建
設
課
　
都
市
計
画
・
建
築
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
３
３
）

三
重
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
案
の
縦
覧

※

三
重
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
案
に

つ
い
て
、次
の
期
間
中
に
縦
覧
し
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
計
画
案
に
対
し
て
意
見

の
あ
る
方
は
、縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
、市
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

　※

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
高
齢
者
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
１
）

　
●
介
護
保
険…

全
国
一
律
１
・
51
％

　
　
　
　
　
　
　（
現
行
１
・
50
％
）

◆
そ
の
他

※

健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、

労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が

加
わ
り
ま
す
。

※

任
意
継
続
加
入
者
の
方
は
４
月

分
の
納
付
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
　（
協
会
け
ん
ぽ
）大
分
支
部

　
　
☎
０
９
７-

５
１
４-

３
０
７
７

無
料
労
働
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、中
小
企
業
者
等
に
お
け
る
労
使

関
係
の
健
全
化
を
図
る
目
的
で「
巡
回

特
別
労
働
相
談
」を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
が
、労
働
者
、使
用
者
を
問
わ
ず
、労

働
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
３
月
９
日
（水）

　
　
　
　
13
時
15
分
〜
16
時
15
分

◆
場
所
　
大
分
文
化
会
館

　
　
　
　
２
階
第
２
会
議
室

　
　
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
７-

５
３
２-

３
０
４
０

　旧緒方町学校給食調理場（旧緒方調理場）の調理用器具
を公売します。参加を希望される方は、次の事項にご留意
のうえお申し込みください。

◆物件　旧緒方調理場用物品（調理用器具）調理台、流し台、
炊飯機、保管庫、食器洗浄器、コンテナ、置き台　等

◆公売方法　競売（せり売り）

　
上
下
水
道
課
で
は
、水
道
水
の
安
全

確
認
の
た
め
、水
道
法
に
基
づ
き
毎
月

定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新

年
度
に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容

に
つ
い
て
「
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成

し
、需
用
者
へ
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
上
下
水
道
課
で
は

「
平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、上
下
水
道
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
閲
覧
は
３
月
１
日
（火）
か
ら
で
き
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課 

水
道
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は…

●
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た

公
益
法
人
で
す
。

●
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、各
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ

た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。

●
会
員
の
万
一
の
事
故
に
備
え
、
シ
ル

バ
ー
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
る
た
め
に
は…

●
60
歳
以
上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人

●
豊
後
大
野
市
お
よ
び
竹
田
市
在
住
の
方

仕
事
の
例

大
工・左
官・塗
装・草
刈・庭
木
の
剪
定
・

配
達
・
草
取
・
襖
、障
子
張
替
え
・
建
物

内
外
の
清
掃
・
建
物
等
の
管
理
・
家
事

援
助
・
子
育
て
支
援
・
筆
耕
・
短
時
間

の
軽
作
業（
７
時
〜
10
時
・
17
時
〜
18
時
）

古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
！

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の

立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
し
た
際
（
４
月
中
配
達
）、
古
い

電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
後
日

回
収
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９

◆
入
会
説
明
会

●
毎
月
　
第
２
水
曜
日
　
本
所
会
議
室

　
10
時
開
始（
１
時
間
程
度
）

ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
最
寄
り
の

セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
社
）豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
所

　
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
８
７
０
番
地
２

豊
後
大
野
支
所

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

７
８
７
６

　
　
０
９
７
４-

２
４-

１
０
８
５

竹
田
支
所

　
竹
田
市
大
字
会
々
２
３
１
６
番
地
１

　
竹
田
市
役
所
下
木
分
庁
舎
１
階

　
☎
０
９
７
４-

６
２-

３
７
７
７

　
　
０
９
７
４-

６
２-

３
８
３
６

軽自動車・バイクの廃車手続きはお済みですか？

調理用器具を公売します

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。現在、廃車または名義変更（譲渡、所有者の死亡等の場合）
の手続きをされていない方は、３月３１日（木）までに手続きを済ませてください。
　なお、手続きの受付窓口は、車両の種類によって異なります。
　不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

◆問い合わせ先／税務課　民税班　☎0974-22-1001（内線2384）

◆説明会　日時　３月 11日（金） 10 時
　　　　　場所　旧緒方調理場　豊後大野市緒方町馬場105番地
　　　　　　　　（市立緒方小学校裏）
◆受　付　期間　３月14日（月）～17日（木）　８時30分～17時まで
　　　　　場所　豊後大野市役所　本庁２階　財政課
◆公　売　日時　３月 18日（金） 10 時
　　　　　場所　旧緒方調理場　（市立緒方小学校裏）

電
話
帳

22市報 ぶんごおおの 2011.323 市報 ぶんごおおの 2011.3



くらしのお知らせ

問い合わせ先

第
22
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
」

 
 

 
     

作
品
募
集

「
パ
パ
と
つ
く
る
お
花
見
弁
当
講
座
」

  

参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　

　
男
性
の
家
事
参
加
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

料
理
教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。食
育
の

お
話
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
開
催
日
・
場
所

　
３
月
26
日
（土）
　
市
中
央
公
民
館

◆
時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時

◆
講
師
　
大
分
県
栄
養
士
協
会

　
　
　
　
粟
生
美
幸
さ
ん

◆
参
加
費
　
実
費（
１
人
５
０
０
円
以
内
）

◆
募
集
人
員

　
小
学
生
と
父
親
ま
た
は
祖
父
12
組

◆
締
め
切
り
　
３
月
18
日
（金）

＊
託
児
の
必
要
な
方
は
、申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
男
女
共
同
参
画
室

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
０
２
８
）

相
談
会

◇
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ
◇

平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

平
成
23
年
度

前
期
技
能
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

　
技
能
検
定
は
、働
く
人
た
ち
の
持
っ

て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り

検
定
し
、こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国

家
検
定
制
度
で
す
。平
成
23
年
度
は
、

次
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。

◆
受
付
期
間
　
４
月
11
日
（月）

　
　
　
　
　
〜
４
月
20
日
（水）

◆
実
技
試
験
　
６
月
６
日
（月）

　
　
　
　
　
〜
９
月
11
日
（日）

◆
学
科
試
験
　
７
月
24
日
（日）
、８
月
21

日
（日）
、８
月
28
日
（日）
、９
月
４
日
（日）

◆
検
定
職
種
　
44
職
種（
詳
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
申
請
書
等
備
付
場
所

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、市
商

工
観
光
課
、市
商
工
会
等

　
　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

◆
募
集
期
間
　
３
月
１
日
（火）

　
　
　
　
　
〜
３
月
31
日
（木）

◆
応
募
資
格

　
県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
展
示
期
間
　
６
月
29
日
（水）

　
　
　
　
　
〜
７
月
３
日
（日）

◆
展
示
会
場
　
大
分
市
「
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

　（
各
部
門
の
入
選
作
品
各
15
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
）

無
料
相
談
会

◆
日
時
　
３
月
16
日
（水） 

13
時
〜
16
時

　
　
　
　
毎
月
第
３
水
曜
日

◆
場
所
　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
大
分
市
城
崎
町
１-

２-

３

　
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

◆
相
談
内
容
　
遺
言
・
遺
産
相
続
・
成

年
後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
建
設
業

許
可
申
請
・
交
通
事
故
自
賠
責
保
険
金

請
求
・
内
容
証
明
・
法
人
設
立
・
車
の

登
録
・
各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

　
　
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
　
☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０
８
９

　
　
　
０
９
７-

５
３
５-

０
６
２
２

思
春
期
電
話
相
談

　
大
分
県
看
護
協
会
は
、思
春
期
電
話

相
談
を
始
め
ま
す
。中
・
高
校
生
・
保

護
者
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時
　
第
１
週
〜
第
４
週
の

土
曜
日
　
13
時
〜
16
時

☎
０
９
７-

５
７
４-

７
３
９
８

◆
内
容
　
思
春
期
全
般
の
悩
み
事
に
応

じ
ま
す
。

　
　
社
団
法
人
　
大
分
県
看
護
協
会

　
　
大
分
市
寿
町
２
番
６
号

　
　
☎
０
９
７-

５
３
４-

８
１
１
８

〜「
協
会
け
ん
ぽ
」か
ら
お
知
ら
せ
〜

　
平
成
23
年
３
月
分
（
４
月
納
付
）
か

ら
大
分
県
の
適
用
事
業
所
の
保
険
料

率
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
率

　
●
健
康
保
険…

９・57
％

　
　
　
　
　
　
　（
現
行
９・38
％
）

◆
案
縦
覧

◇
縦
覧
期
間
　
３
月
４
日
（金）

　
　
　
　
　
〜
３
月
18
日
（金）

　
８
時
30
分
〜
17
時（
平
日
の
み
）

◇
縦
覧
場
所
　
建
設
課
内

　
　
建
設
課
　
都
市
計
画
・
建
築
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
３
３
）

三
重
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
案
の
縦
覧

※

三
重
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
案
に

つ
い
て
、次
の
期
間
中
に
縦
覧
し
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
計
画
案
に
対
し
て
意
見

の
あ
る
方
は
、縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
、市
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

　※

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
市
民

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
高
齢
者
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
１
０
１
）

　
●
介
護
保
険…

全
国
一
律
１
・
51
％

　
　
　
　
　
　
　（
現
行
１
・
50
％
）

◆
そ
の
他

※

健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、

労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
健
康

保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が

加
わ
り
ま
す
。

※

任
意
継
続
加
入
者
の
方
は
４
月

分
の
納
付
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
　（
協
会
け
ん
ぽ
）大
分
支
部

　
　
☎
０
９
７-

５
１
４-

３
０
７
７

無
料
労
働
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、中
小
企
業
者
等
に
お
け
る
労
使

関
係
の
健
全
化
を
図
る
目
的
で「
巡
回

特
別
労
働
相
談
」を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
が
、労
働
者
、使
用
者
を
問
わ
ず
、労

働
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
３
月
９
日
（水）

　
　
　
　
13
時
15
分
〜
16
時
15
分

◆
場
所
　
大
分
文
化
会
館

　
　
　
　
２
階
第
２
会
議
室

　
　
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
７-

５
３
２-

３
０
４
０

　旧緒方町学校給食調理場（旧緒方調理場）の調理用器具
を公売します。参加を希望される方は、次の事項にご留意
のうえお申し込みください。

◆物件　旧緒方調理場用物品（調理用器具）調理台、流し台、
炊飯機、保管庫、食器洗浄器、コンテナ、置き台　等

◆公売方法　競売（せり売り）

　
上
下
水
道
課
で
は
、水
道
水
の
安
全

確
認
の
た
め
、水
道
法
に
基
づ
き
毎
月

定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新

年
度
に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容

に
つ
い
て
「
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成

し
、需
用
者
へ
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
上
下
水
道
課
で
は

「
平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、上
下
水
道
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
閲
覧
は
３
月
１
日
（火）
か
ら
で
き
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課 

水
道
班

　
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は…

●
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た

公
益
法
人
で
す
。

●
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、各
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ

た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。

●
会
員
の
万
一
の
事
故
に
備
え
、
シ
ル

バ
ー
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
る
た
め
に
は…

●
60
歳
以
上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人

●
豊
後
大
野
市
お
よ
び
竹
田
市
在
住
の
方

仕
事
の
例

大
工・左
官・塗
装・草
刈・庭
木
の
剪
定
・

配
達
・
草
取
・
襖
、障
子
張
替
え
・
建
物

内
外
の
清
掃
・
建
物
等
の
管
理
・
家
事

援
助
・
子
育
て
支
援
・
筆
耕
・
短
時
間

の
軽
作
業（
７
時
〜
10
時
・
17
時
〜
18
時
）

古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
！

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の

立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
し
た
際
（
４
月
中
配
達
）、
古
い

電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。

も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
後
日

回
収
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９

◆
入
会
説
明
会

●
毎
月
　
第
２
水
曜
日
　
本
所
会
議
室

　
10
時
開
始（
１
時
間
程
度
）

ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
最
寄
り
の

セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
社
）豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
所

　
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
８
７
０
番
地
２

豊
後
大
野
支
所

　
☎
０
９
７
４-

２
２-

７
８
７
６

　
　
０
９
７
４-

２
４-

１
０
８
５

竹
田
支
所

　
竹
田
市
大
字
会
々
２
３
１
６
番
地
１

　
竹
田
市
役
所
下
木
分
庁
舎
１
階

　
☎
０
９
７
４-
６
２-

３
７
７
７

　
　
０
９
７
４-
６
２-

３
８
３
６

軽自動車・バイクの廃車手続きはお済みですか？

調理用器具を公売します

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。現在、廃車または名義変更（譲渡、所有者の死亡等の場合）
の手続きをされていない方は、３月３１日（木）までに手続きを済ませてください。
　なお、手続きの受付窓口は、車両の種類によって異なります。
　不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

◆問い合わせ先／税務課　民税班　☎0974-22-1001（内線2384）

◆説明会　日時　３月 11日（金） 10 時
　　　　　場所　旧緒方調理場　豊後大野市緒方町馬場105番地
　　　　　　　　（市立緒方小学校裏）
◆受　付　期間　３月14日（月）～17日（木）　８時30分～17時まで
　　　　　場所　豊後大野市役所　本庁２階　財政課
◆公　売　日時　３月 18日（金） 10 時
　　　　　場所　旧緒方調理場　（市立緒方小学校裏）

電
話
帳
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車　　　種 税　　額 受　付　窓　口

原動機付自転車

第一種（50cc 以下） 1,000 円

・税務課民税班
・各支所総務市民課

第二種乙（90cc 以下） 1,200 円
第二種甲（125cc 以下） 1,600 円
ミニカー（50cc 以下の三・四輪） 2,500 円

小型特殊自動車
農耕用 1,600 円
その他 4,700 円

軽 自 動 車

軽二輪 2,400 円 大分県軽自動車協会
☎ 097（524）0222軽三輪 3,100 円

軽四輪　乗用（営業用） 5,500 円
大分県軽自動車検査協会
☎ 097（523）0646

軽四輪　乗用（自家用） 7,200 円
軽四輪　貨物（営業用） 3,000 円
軽四輪　貨物（自家用） 4,000 円

二輪の小型自動車 4,000 円 九州運輸局　大分運輸支局
☎ 097（558）2235



＜ノーマイカーデーについて＞
　今回は、家庭ではなく事業所等で取り組める地球温暖化対
策について紹介します。
　大分県では、「ストップ地球温暖化　大分県ノーマイカー
デー」を実施しています。これは「地球温暖化対策 九州・沖縄・
山口統一キャンペーン」の一環で、３月、６月、９月、12月
の第１水曜日に実施している取り組みで、自動車からの二酸
化炭素の排出を抑えることを目的に、県民や事業所の皆さん
に、公共交通機関の利用や徒歩、自転車での通勤等を推奨し、
できる限り自動車の利用を控えるよう呼びかけているもので
す。市内の事業所の皆さんも参加してみませんか。

●直近の実施日（平成22年12月１日）の結果（大分県HPより）
　 ● 参加事業所 241事業所
　 ● 参加車両 3,229台
　 ● CO2 削減量 11.4ｔ‒CO2

　県では取り組んでいただける事業所を募集しています。
　応募要領や応募票は大分県のホームページよりダウンロー
ドできます。
http://www.pref.oita.jp/soshiki/13020/nomycar.html

地球温暖化防止に努めましょう！地球温暖化防止に努めましょう！（家庭でできる取り組み●）（家庭でできる取り組み○）32

身近なことからCO２削減。マイバッグを利用しましょう！

◆問い合わせ先／環境衛生課　環境対策班　☎0974-22-1001（内線2344）

平成22年度行政相談日程表平成22年度行政相談日程表

◆問い合わせ先／
　大分行政評価事務所 行政相談課　☎097-532-3715

●行政相談委員
会場名 相談日 時　間 場　所

市中央公民館
緒方すこやかセンター
神楽会館
朝地支所
犬飼支所
市隣保館（解放会館）

三　重
緒　方
清　川
朝　地
犬　飼
大　野

３月  8日（火）
３月  8日（火）
３月10日（木）
３月10日（木）
３月18日（金）
３月22日（火）

  9時～12時
  9時～11時
13時～16時
  9時～12時
  9時～12時
  9時～12時

　商工観光課では、悪質商法の被害防止のための紙
芝居を作り、各支所産業建設課・社会福祉協議会に配
置しています。各地区老人クラブ・いきいきサロン等
でご利用いただけるように貸し出しも行っていま
す。また、出張（出前）啓発講座も随時行っていますの
で、お気軽にお問い合わせください。
◆問い合わせ先／
　商工観光課内消費生活相談窓口　☎0974-22-1001（内線2405）

　こどもたちの企画による大分県立芸術会館所蔵品
展「みんなでつくる展覧会」に朝地小学校4年生企画
の「わたしたちの心の展覧会」が採用されました。展
覧会初日には、4年生が芸術会館の展示会場でギャラ
リー・トークにも挑戦します。ぜひ、ご覧ください。
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　私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO2）の排出を減らすために、家庭でできる取り組みを紹介します。
温暖化防止のためにできることから始めてみましょう。

『消費者啓発紙芝居』を
作成しました

『消費者啓発紙芝居』を
作成しました

「みんなでつくる展覧会」開催のお知らせ「みんなでつくる展覧会」開催のお知らせ

病のあれこれーその症状は？② ― インフルエンザワクチンについて ―

　前回に続いてインフルエンザのお話をしようと思い
ます。1月末から市内でインフルエンザが猛威をふるい
始めました。すでにA型だけでなくB型も広がっていま
す。中には、兄弟（姉妹）が同じ日にA型とB型をそれ
ぞれ発症したケースが数組ありました。これは兄弟（姉
妹）とも別の経路でウイルスをもらって、たまたま同
じ日に発症してしまったと考えられます。
　このように、いつインフルエンザに感染するか予想
がつかないのが実情です。手洗いやうがいの励行、マ
スク着用などは予防のために大切ですが、決して完全
ではありません。他に予防ができるとすればワクチン
接種です。
　インフルエンザワクチンは3種類のウイルスに免疫が

つくように製造されていて、３価ワクチンとも呼ばれ
ています。現在使われているワクチンには、A型2種類（香
港A型と新型）とB型1種類（ビクトリア型）が入って
います。ワクチンの接種回数や接種量などは年齢で決
められており、小児についても1回0.１㎖から0.5㎖まで
細かく設定されています。
　しかし低年齢の予防接種の効果が乏しいとの意見も
多く、現在接種量の再検討が始まっています。
　また、ワクチン本体も注射ではなく、鼻へ噴霧した
り、皮膚にパッチを貼るタイプのものが開発されてい
ると聞いています。
　早く、痛みがなくて十分に効果があるすばらしいワ
クチンが完成することを期待したいものです。

豊後大野市民病院　副院長　拜郷　敦彦

◆会　　場　大分県立芸術会館　
◆会　　期　3月29日（火）～4月3日（日）
◆開館時間　9時～17時（入館は16時30分まで）休館日  なし
◆観 覧 料　無料
◆ギャラリー・トーク　3月29日（火)10時～11時30分



　

公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します。

問い合わせ先 建設課　住宅班　☎0974-22-1001（内線2351～3）

求人情報 ハローワーク豊後大野 平成23年２月16日現在

問い合わせ先 ハローワーク豊後大野 ☎0974-22-8609

①食品レジ係（豊後大野市）11万円　②マッサージ師（豊後大野市）１7万円 ～24万円　③葬祭スタッフ（豊後大野市）
16万円～21万円　④販売員（豊後大野市）14万円～16万円　⑤店舗運営業務員（豊後大野市）12万円　⑥理容師見習
（豊後大野市）12万円～15万円　⑦臨床検査技師（豊後大野市）17万円　⑧型枠大工（豊後大野市）17万円～22万円　⑨
営業員（旅行業）（豊後大野市）12 万円～15万円　⑩食品レジ係（パート・竹田市）700円～800円　⑪介護職員（パート・
豊後大野市）860円　⑫惣菜製造員（パート・豊後大野市）690円　⑬配達員（パート・豊後大野市）800円～1,000円　⑭
バーテンダー・ホールスタッフ（パート・豊後大野市）650円～1,000円　⑮販売員（パート・豊後大野市）650円

■募集期間
　３月２日（水）～３月９日（水）　８時30分～17時まで
　※土・日曜日、祝・祭日を除く。

■公開抽選および入居説明会
　○日時　３月11日（金）　13時30分～
　○場所　市中央公民館２階　第4会議室
　※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■申込区分
Ａ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円以下であること（世帯の状況に応じて異なります）
Ｂ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円を超え、584万4千円以下であること（世帯の状況に
応じて異なります）
Ｃ　現に同居し、または同居しようとする親族があること（ただし、豊
後大野市営住宅条例第6条に規定する入居者が60歳以上又は障がい
のある方でその程度が国土交通省令で定める程度の方などは単身入
居可能）
　…詳細についてはお問い合わせください。
Ｄ　現に同居し、または同居しようとする親族があること。
Ｅ　豊後大野市営住宅条例施行規則第4条第1項に規定する60歳以上
の方もしくは、第2項に規定する身障者の方がいること。
　…詳細についてはお問い合わせください。

■申込方法
　本庁建設課または各支所産業建設課に備えている申込用紙に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
　また、応募規定によりお断りする場合もございますので、あらか
じめご了承ください。
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課にお
問い合わせください。

■申込資格
ア　現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がないこと）
イ　県税、市税等の滞納のないこと。
ウ　入居者または、同居しようとする親族が、暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第6号に規定す
る暴力団員でないこと（申込み時に誓約書の提出）

■入居要件
　入居時に敷金（入居時家賃額の3カ月分）の納付及び連帯保証人（原
則として市内在住者）が2名必要です。

■市営住宅（低所得者層向け）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ａ・Ｃ

Ａ・Ｄ

東 営 住 宅
市 原 住 宅
向 田 住 宅
久 原 住 宅
上 津 尾 住 宅
柳 井 田 住 宅

H13
S49・S50
S60・S63
H17

S49・S52
H5

１戸
２戸
２戸
１戸
２戸
２戸

2DK
2DK
3DK
2DK
3DK
3LDK

22,900～34,200
7,100～17,100
15,800～24,600
19,000～28,300
10,200～18,600
20,700～30,800

■市営特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ｂ・Ｄ緒方町そよかぜ田園住宅 H17・H18・H19 ３戸 3LDK 48,000
※ 駐車場使用料金・浄化槽使用料金が別途かかる住宅があります。

■市営住宅（身障者等優先枠）
住  宅  名 住 所 建設年度 戸 数 規 格 家  賃（円） 申込区分

Ａ・Ｄ・Ｅ
犬飼町
三重町東 営 住 宅

久 原 住 宅
H16
H17

１戸
１戸

2DK
2DK

23,900～35,600
19,000～28,300

三重町

犬飼町

清川町
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豊後大野市民病院
診療録管理体制整備に伴う診療録の破棄について

豊後大野市民病院
診療録管理体制整備に伴う診療録の破棄について
　適正な医療記録の管理を検討した結果、当院の診療録の保存期
間を最終受診日より10年間とすることを診療録管理規程で定めまし
た（法律では、5年と規定されています）。既に院内3カ所の保管庫も
満杯状態になっています。よって、平成22年12月末日の時点で保存
期間が10年を経過する診療録を破棄処分することといたしました。
　詳細についてのお問い合わせは、下記までお願いします。

◆問い合わせ先／診療情報管理室　吉野／医事・経営課　森下
　☎0974-42-3121（代表）（内線5225・5229）
　病院事業管理者　野田健治　　豊後大野市民病院院長　坪山明寛
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 市民の皆さんが行う活動の参加者・会員
の募集、またイベントの周知など、いろいろな
情報を掲載します（営利目的のものなどは掲
載できません）。皆さんからの情報をお待ち
しています（紙面の都合で掲載できないこと
もありますので、ご了承ください）。
問〒879ｰ7198
 豊後大野市三重町市場 1200 番地
 豊後大野市役所  総務課　秘書広報班

09）02線内（ 1001ｰ22ｰ4790☎ 
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ご
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・
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者
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﹈

等
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寄
般
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◇

〕
略
称
敬
〔

【
菅
尾
小
学
校
へ
】

●
後
藤
　千
代
子
（
千
歳
町
新
殿
）

　健康づくりと地域・世代間交流を促進するために、ス
ポーツによるまちづくり活動に取り組んでいます。
その一環として「みえフットサルフェスタ」を開催します。
緑色のきれいな芝生で、元気に体を動かしませんか？
◆日　　時　3月21日（月・祝日）9時～（小雨決行）
◆場　　所　サン・スポーツランドみえ
◆参加資格
　①スポーツが大好きで、外のチームと楽しく試合
が出来るチーム　

　②チームの代表者が、みえフットサルフェスタ実
行委員会に所属すること

◆参 加 料　大学生以下　1チーム3,000円
　　　　　　高校生以下　1チーム1,000円
◆応募締切　3月10日（木）
◆問い合わせ先
　みえフットサルフェスタ実行委員会事務局
　（教育委員会三重支局）　☎0974-22-2111
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】
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誤
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正
）●
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）

　
　
　 「
太
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由
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市
場
四
区
）」

　
２
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庭
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の
皆
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す
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お
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び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

第10回
みえフットサルフェスタ

　ペットの放し飼いにより、犬
や猫自身の交通事故、行方不明、
咬傷事故や近隣の敷地内に侵入
し糞をする等のトラブルが発生
しています。万が一の事故を防
ぐことや近隣住民に迷惑がかか
らないよう飼い犬は首輪をし、
リード等でつなぎ、飼い猫はで
きるかぎり室内で飼うようにし
ましょう。

◆問い合わせ先
　環境衛生課　生活衛生班
　☎0974-22-1001
　（内線 2343）

ペットの事故等を
未然に防ぎましょう！

み
や
く
お

す
ま
げ
上
し
申

　［
１
月
中
届
出　
敬
称
略
］

※
ご
遺
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

【
三
重
】

●
大
津
　
宏
斗（
ひ
ろ
と
）

　「
賢
治・朋
美（
菅
生
）」

●
辻
　
　
咲
絵（
さ
き
え
）

　「
英
明・友
絵（
市
場
四
区
）」

●
髙
橋
　
　
菫（
す
み
れ
）

　「
幸
司・真
岐
乃（
上
赤
嶺
一
区
）」

●
廣
瀬
　
遼
真（
は
る
ま
）

　「
遥
平・美
穂（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
髙
松
　
翔
太（
し
ょ
う
た
）

　「
裕
次
郎・恵
美（
三
重
原
）」

●
赤
嶺
　
雪
乃（
ゆ
き
の
）

　「
宏
伸・円（
前
内
田
）」

●
秋
庭
　
真
帆（
ま
ほ
）

　「
裕
輔・宏
美（
久
知
良
一
区
）」

【
清
川
】

●
西
田
　
安
里（
あ
ん
り
）

　「
頼
夢・千
春（
砂
田
）」

●
小
野
　
　
葵（
あ
お
い
）

　「
光
治・絢
乃（
砂
田
）」

【
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【
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】
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）

　「
富
夫・博
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犬
飼
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留
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【
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】

●
首
藤
　
倫
子（
86・浅
水
）

●
染
屋
フ
ク
ヱ（
92・宮
尾
）

●
平
井
　
　
武（
91・川
辺
）

●
伊
藤
　
克
己（
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田
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）

●
伊
東
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）
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佐
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刈
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井
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）
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）

●
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）
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）
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97・紫
雲
荘
）

●
渡
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）
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●
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）

●
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万
二（
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拓
）

●
衛
藤
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木
）

●
田
近
　
昌
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佐
藤
　
信
子（
85・下
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●
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𠮷
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）
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藤
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●
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藤
　
元
（
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化
）

●
矢
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田
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ズ
ヱ（
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野
）

【
朝
地
】

●
安
藤
　
靜
子（
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地
）

●
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65・朝
倉
）

●
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藤
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野
）

●
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浦
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●
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）
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松
）

●
迫
下
　
　
務（
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上
）

●
川
野
　
陸
雄（
72・久
原
上
）
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高病原性鳥インフルエンザに注意
　平成23年2月11日に千歳町で衰弱した野鳥（オシドリ）1羽が発見され、県の検
査において高病原性鳥インフルエンザの疑いが確認されました。
　ペットとして家庭などで飼育している鳥が直ちに危険になるということはあり
ませんが、飼養鳥と野鳥との接触を防止するなどの飼養衛生管理には十分注意し
てください。
　なお、飼養鳥の複数死や異常を認めた場合、および死亡した野鳥を発見した場合
には速やかに豊後大野市または県家畜保健衛生所まで連絡してください。

※愛玩鳥を飼育している方は次のことに注意し、発生を防止しましょう。
①野鳥や野生動物との接触を防止しましょう。
②毎日、鳥たちの健康状態を観察しましょう。
③飼育小屋をきれいにしましょう。
④手洗い、うがいをしましょう。

◆問い合わせ先／大分県豊後大野家畜保健衛生所　： ☎0974-22-0179
　　　　　　　　豊後大野市農業振興センター　　： ☎0974-24-0100

藤華公開講座

◆日時　３月５日（土）14時～15時30分
◆場所　藤華医療技術専門学校　本館（看護実習室）
◆内容　○知っておきたい感染症
　　　　　インフルエンザ・嘔吐下痢…など
　　　　○家庭でできる予防法
◆参加費　無料

◆問い合わせ／
　藤華豊後大野市後援会　事務局
　☎0974-22-6048
　藤華医療技術専門学校　看護学科　後藤朋美
　☎0974-22-3434

第4回
藤華医療技術専門学校　看護学科

市民参加型講座

知っておきたい

感染症の知識と予防

3月  March
1 火
2 水
3 木
4 金
5 土

6 日
緒方公民館まつり　　 （９時～　緒方公民館ホール）
犬飼公民館学習発表会（９時～ 12 時　犬飼公民館　大集会室）
千歳公民館生涯学習まつり（９時～　千歳公民館ホール）

7 月

8 火
行政相談（  ９時～ 12 時　市中央公民館、９時～ 11 時　緒方すこやかセンター）
年金相談（10 時～ 15 時　市隣保館（解放会館））
中央公民館生涯学習まつり（展示部門：８日～ 12 日　エイトピアおおの 2 階ギャラリー他　）

9 水 家事・民事出張相談（９時30分～15時30分　市中央公民館）

10 木 行政相談（  ９時～ 12 時　朝地支所、千歳公民館　13 時～ 16 時　神楽会館）
年金相談（10 時～ 15 時　市商工会（旧三重町商工会））

11 金
12 土 中央公民館生涯学習まつり（10時開演　エイトピア大ホール）

13 日
清川町地域対抗グラウンドゴルフ大会（８時 30 分～　清川総合グラウンド）
犬飼公民館講演会　「心の健康～仏心は歌心～」　南　慧昭（みなみ　えしょう）さん（14 時～ 16 時　犬飼公民館　視聴覚室）
3Ｂ体操レクリエーション大会　（10 時～ 12 時犬飼公民館　大集会室）

14 月
15 火
16 水 年金相談（10 時～ 15 時　竹田市総合社会福祉センター）
17 木 不動産に関する相談（９時～12時　市中央公民館）　緒方町高齢者大学閉講式（９時　緒方公民館ホール）
18 金 行政相談（９時～12時　犬飼支所）
19 土 三重町豊の国馬術大会（12 時～　三重総合グラウンド馬術場）

20 日 三重町豊の国馬術大会（９時～　三重総合グラウンド馬術場）
神楽会館一般公演（13 時～ 16 時）／出演団体　大迫神楽、城原神楽保存会）

21 月 市神楽会館映画上映会（13 時～　神楽会館）※２作品上映　有料
22 火 行政相談（９時～ 12 時　市隣保館（解放会館））
23 水
24 木
25 金 『清水ミチコ　トーク＆ライブ』（18時30分　開場　19時　開演　エイトピアおおの大ホール）
26 土
27 日 三重町さくらロードレース大会（９時　市中央公民館）

真名野長者まつり（９時 30 分～　内山観音）※雨天中止　
28 月
29 火
30 水
31 木
※行事については2月18日現在で決定されているものを掲載しています。

Cinema8（シネマエイト）
～1日だけの映画館～

●期間　3月18日（金）～3月19日（土）
●場所　エイトピアおおの　大ホール
※日程等は20ページをご覧ください。

椿窯陶芸教室生　作品展
●日程　3月12日（土）～3月27日（日）
　　　　朝倉文夫記念館文化ホール

4月上旬の予定
●2日（土）～17日（日）
　チューリップフェスタ 2011
　原尻の滝周辺
●2日（土）　「第 9回あかい屋根と桜まつり」
　10時～ 15時　旧三重南小学校（三重町松尾）
●3日（日）　第 24回御嶽流神楽大会
　8時 30分～　清川町　神楽の里　能場公園
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編集後記
　「頑張って！」そのエールは時として軽く聞
こえる時もあれば、本当に勇気づけられる時も。
ある読者の方から頂いたお手紙に励まされ、勇
気づけられたことが。直接お礼が言いたくて、知
人に電話番号を教えてもらい電話を。「あなたの
頑張りを分かってくれている人がいる、それで
いいじゃない！」またまたエールをいただきま
した。涙がでるほど嬉しかった一幕です。
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平成23年１月31日現在( )内は前月比

☆ 市内や市出身者の方々の紹介や、思いなどを掲載しています。自薦他薦は問いません。
400字程度の原稿とご自身の写真を添えて広報班まで送ってください。

ふる里は
　　心のエネルギー

佐藤　義元さん （70歳）
　私の出生地は、緒方町上畑です。家の前には国定公園「傾山」があり、環
境は閑散とした渓谷の山里です。早春の夜明けは霧が深く、まるで屏風の世
界へいる様な景色でした。多種の小鳥のさえずりも、一段と心を和ませてく
れました。また秋の夕暮れ時には西日が傾き、山の紅葉を照らし、すばらし
い景観が脳裏に焼き付いております。大自然と多くの人々に恵まれ、今日ま
で私を支え育ててくれました。
　緒方町のチューリップ園も何度か見る機会がありましたが、見ごたえがあ
り、大変素晴らしいです。また市民病院も立派に完備され市民の皆さんも安
心されていることと思います。
　今は亡き両親をはじめ、中学時代の恩師の方々、そして兄弟、親戚、友達からも

たくさんの生きる勇気と自
信をいただき、今日に至っ
ております。感謝の気持ち
でいっぱいです。
　終わりに、豊後大野市
が今後もますます発展さ
れ、市民の皆さまがいつ
までも、ご健勝でありま
すよう心からお祈り申し
上げ擱筆します。

プロフィール
　㈱日立製作所（コンピュータ事業本部エンタープライズサーバー事業部の経
理部）を平成13年に定年退職してからは、5人の孫たちの相手をしたり、写真
が趣味ですので、カメラを片手に出かけています。
　またハイキング等にも極力参加して、体力づくりに努めております。

納税等のご案内

  納 期 限 ３月31日（木）
  口座振替 ３月25日（金）

【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-0162

猫の引取日
2日（水）、16日（水）14時～15時

無料相談のご案内
■消費者苦情相談
　毎週月～金曜日　９時～17時
  豊後大野市商工観光課または
各支所産業建設課 

■家事・民事出張相談
 ●家事調停等 9日（水）
  時間：9時30分～15時30分
  場所：市中央公民館
【問い合わせ先】
大分地方裁判所竹田支部
☎ 0974-63-2040
■不動産に関する相談
　日時：17日（木）９時～12時
 場所：市中央公民館
　※電話相談できます
【問い合わせ先】 総務課　総務班
 ☎ 0974-22-1001(内線2022）

月

野犬の捕獲日

【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-0162

  2日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
  7日（月）緒方・清川・三重
  9日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
14日（月）緒方・清川・三重
16日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
23日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
28日（月）緒方・清川・三重
30日（水）朝地・大野・千歳・犬飼

保育料、認定こども園利用料、給食
費、住宅等使用料、水道料金、農業
集落排水施設使用料、下水道使用
料、浄化槽使用料。ケーブルテレビ
利用料、養護老人ホーム入所負担
金、やすらぎ団地土地使用料、市営
駐車場使用料、市有地貸付料

か○

※ 当番病院については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診され
る医療機関に電話等でお確かめください。
※ 土曜日については、他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあります。あらかじ
め医療機関に電話等でお確かめください。
※ 当番表は豊肥保健所ホームページ（http://www.pref.oita.jp/12086）にも掲載しています。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

歯科休日当番医院
当番日 医療機関名 電話番号

3月  6日（日）
13日（日）
20日（日）
21日（月）
27日（日）

みどり歯科クリニック
岩田歯科クリニック
大 塚 歯 科 医 院
第 一 歯 科 大 塚
岡 本 歯 科 医 院

（緒方町）
（野津町）
（緒方町）
（三重町）
（三重町）

0974-42-3031
0974-32-7220
0974-42-3343
0974-22-6377
0974-22-0076
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●人　口　40,570人　（－64人）
●　男　　18,856人　（－18人）
●　女　　21,714人　（－46人）
●世帯数　16,443世帯（－7世帯）

豊肥地域の日曜日･祝日の小児科医師外来当番

豊 後 大 野 市 民 病 院

み や わ き 小 児 科
豊 後 大 野 市 民 病 院

当番日 医療機関名 電話番号

0974-42-3121

0974-24-0230
0974-42-3121

3月  6日（日）
13日（日）
20日（日）
21日（月）
27日（日）

4月  3日（日）

（緒方町）

（三重町）
（緒方町）

神奈川県泰野市
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かく ひつ


